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第
三
節
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
発
展
ω
l
i
『
意
見
裁
判
』
制
度
の
誕
生

l
l

一
意
見
裁
判
に
関
す
る
二
つ
の
事
例

二
意
見
裁
判
の
意
義
と
国
際
法
学
会
に
よ
る
意
見
裁
判
の
助
長
の
試
み

第
四
節
国
際
司
法
裁
判
所
の
発
展

一
勧
告
的
意
見
制
度
の
継
受

二
旧
裁
判
所
の
発
展
に
対
す
る
現
裁
判
所
の
基
本
的
態
度

三
『
国
連
機
能
』
と
し
て
の
実
際
的
展
開

む

す

び

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展 (1)

カL

は

し

キ
C

勧
告
的
意
見
の
制
度
は
、

一
九
二

O
年
の
国
際
連
盟
規
約
第
一
四
条
に
よ
っ
て
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
決
機
能
と
並
行
し
て
正

こ
の
制
度
を
認
め
る
国
は
必
ず
し
も
少
な
く
な
い
。
国
際

式
に
採
用
さ
れ
た
。
圏
内
裁
判
で
は
、
英
米
法
系
の
諸
国
を
は
じ
め
と
し
て
、

裁
判
で
制
度
的
に
採
用
さ
れ
た
の
は
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。
今
日
の
国
際
司
法
裁
判
所
の
意
見
制
度
は
こ
れ

を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
国
際
裁
判
の
分
野
で
は
、
勧
告
的
意
見
の
要
請
資
格
は
一
定
の
国
際
機
関
に
限
定
さ
れ
、
裁
判
所
の
意
見

は
そ
れ
を
要
請
し
た
国
際
機
関
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
。
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
に
お
け
る
こ
の
制
度
の
導
入
の
経
過
を
考
察
す
れ
ば
、

そ
れ
が
単
純
に
国
内
裁
判
所
か
ら
の
模
倣
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

制
度
の
採
用
の
当
初
、
法
的
拘
束
力
を
欠
く
勧
告
的
意
見
は
、
司
法
裁
判
所
の
機
能
に
な
じ
ま
な
い
と
い
う
消
極
論
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
実
際
に
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
が
活
動
を
開
始
す
る
と
、
勧
告
的
意
見
は
国
家
聞
の
紛
争
の
解
決
ゃ
、
あ
る
い
は
国
際
機
関
の
法
律

北法22(3・67)407



説

問
題
の
解
決
に
広
く
利
用
さ
れ
、
判
決
機
能
に
劣
ら
な
い
有
用
性
を
示
し
た
。
そ
の
実
践
の
過
程
か
ら
『
意
見
裁
判
』
と
い
う
新
し
い
利

用
現
象
も
生
じ
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
こ
の
意
見
制
度
を
受
け
継
い
だ
国
際
司
法
裁
判
所
で
も
ー
ー
そ
の
利
用
度
は
判
決
の
半
数
で
あ
る

が

!
l、
判
決
機
能
と
は
異
な
っ
た
独
自
の
機
能
が
遂
げ
ら
れ
て
い
る
。
勧
告
的
意
見
は
常
に
国
際
機
関
と
の
関
係
で
展
開
す
る
の
で
、

判
決
制
度
に
は
見
ら
れ
な
い
機
能
的
発
展
の
動
き
が
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
意
見
機
能
の
発
展
の
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的

北法22(3・68)408

論

と
す
る
。

つ
ま
り
、
勧
告
的
意
見
が
ど
の
よ
う
に
導
入
さ
れ
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
機
能
的
発
展
を
た
ど
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ

い
て
史
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
意
見
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
際
機
関
の
要
請
権
限
や
裁
判
所
の
回
答
義

務
の
問
題
、
あ
る
い
は
意
見
の
法
律
的
性
格
の
問
題
、
さ
ら
に
は
国
際
機
関
に
お
け
る
意
見
の
実
際
的
効
果
の
問
題
な
ど
、
検
討
す
べ
き

点
が
他
に
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
差
当
り
本
稿
の
対
象
で
は
な
い
。

(
1
〉
勧
告
的
意
見
の
制
度
を
採
用
し
て
い
る
国
に
つ
い
て
は
、

ζ

。
出
え
S
P
吋

Z
F
H
5
2
2円。
E
え
え

F
R
3
2
5
5
-
γ
邑
n
p
S
2・
3
・

お

ω
lお
ム
主
要
な
国
の
意
見
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

ζ
・
0
・

F
丘
s
p
u
m
〉
三
問
。

E
E
C
-
E
F
舟
貯
の

O
R
P
E
g
g
s
ι
o
p
E
2

E
3
ω
g
E
P
T邑
宮

町

借

り

円

S
H
E
2
B
E
E
-
F門戸色

L
g
(
U
S
E
-
3
2
∞
(
一
回
日
印
・
聞
)
・
宅
・

8
N
I
A
S
-

(
2
)

勧
告
的
意
見
の
利
用
状
況
は
近
年
と
み
に
停
滞
し
て
い
る
。
一
九
五

0
年
代
に
は
七
件
あ
っ
た
意
見
の
要
請
が
、
一
九
六

O
年
か
ら
今
日
(
一
九

七
一
年
八
月
)
ま
で
に
は
わ
ず
か
三
件
に
減
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
意
見
制
度
も
国
連
の
内
外
で
利
用
を
向
上
さ
せ
る
改
革
の
検
討
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
。
一
九
七

O
年
一
二
月
、
第
二
五
回
国
連
総
会
は
、
「
国
際
司
法
裁
判
所
の
役
割
の
再
検
討
」
と
題
す
る
決
議
。
ロ
ω
凶
阿
〈
)
を
採
択
し
、

事
務
総
長
に
そ
の
報
告
を
要
請
し
た
。
事
務
総
長
は
一
九
七
一
年
一
一
一
月
、
各
国
に
質
問
状
を
送
り
、
各
国
政
府
の
基
木
的
意
見
を
求
め
た
。
そ
の
な
か

で
、
勧
告
的
意
見
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
政
府
問
機
関
(
地
域
的
な
機
関
を
含
む
)
お
よ
び
国
家
に
意
見
の
要
請
資
格
を
認
め
る
べ
き
か
を
た
ず

ね
て
い
る
。
な
お
意
見
制
度
の
改
革
の
具
体
的
な
検
討
に
つ
い
て
は
、
円
、

.pcn-
、p
o
H三
2
5
z
cロ
と
の

E
Z
G『
同
己
注
目
日
。
。
日
正

2
5
3
0『

列

zz-BEOロ
ロ
『
D
吋
開
口
}
戸
山
口
円
吉
岡

-
Z
H
μ
P
F
E
p
m
H口件。『口
mZMGE一
戸
。
問
主

O
み
司
・
〉
・
』

-H-F・
・
ぐ
口
一

-
m印
(
一
回
吋
一
)
唱
旬
開
》
・

ω
M
中
|
ω
M
ω
・

(
3
)

国
際
司
法
裁
判
所
の
意
見
の
実
際
的
効
果
に
つ
い
て
は
、
牧
田
氏
の
綿
常
な
研
究
が
あ
る
。
牧
田
幸
人
、
「
国
際
司
法
裁
判
所
勧
告
的
意
見
の
実
際

的
効
果
」
、
京
大
法
学
論
構
成
(
第
八
七
巻
第
六
号
)
、
四
一
1
l
九
四
頁
。



第
一
節

勧
告
的
意
見
制
度
の
導
入
と
司
法
的
性
格
の
保
障
の
経
緯

勧
告
的
意
見
の
制
度
は
、
国
際
裁
判
で
は
過
去
に
先
例
が
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
制
度
の
採
用
を
決
定
し
た
連
盟
規
約
の
起
草
者
の
聞

に
お
い
で
さ
え
、
制
度
自
体
の
理
念
や
運
用
方
針
に
つ
い
て
必
ず
し
も
共
通
し
た
理
解
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
具
体
的
な
理
念

像
を
欠
く
ま
ま
に
採
用
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
や
規
則
で
そ
れ
を
具
体
化
す
る
段
階
に
な
っ
て
、
実
際
上
の

運
用
方
法
や
裁
判
所
の
司
法
機
能
と
の
調
和
の
問
題
で
難
航
し
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
裁
判
所
の
開
廷

)
 

守
ム(
 

以
後
の
発
展
を
み
る
前
に
、
制
度
の
具
体
化
の
過
程
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
す
で
に
こ
の
段
階
で
重
要
な
制
度
的

な
発
展
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
判
決
機
能
と
同
様
に
、
勧
告
的
意
見
も
司
法
的
方
法
で
取
扱
わ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
日
で
は
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
当
初
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
制
度
の
導
入
を
定

め
た
連
盟
規
約
も
、
♀

E
¥
R
H
q
に
そ
の
司
法
的
性
格
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
具
体
化
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
裁
判
所

を
連
盟
理
事
会
な
い
し
総
会
の
単
な
る
リ
l
ガ
ル
・
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ

l
の
如
き
地
位
に
陥
れ
る
危
険
性
す
ら
蔵
し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ

の
よ
う
な
問
題
に
焦
点
を
合
せ
な
が
ら
、
制
度
的
具
体
化
の
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

連
盟
規
約
に
よ
る
意
見
制
度
の
採
用
と
意
見
制
度
の
性
格

採
用
の
経
緯

国
際
連
盟
の
設
立
に
際
し
て
は
、
常
設
的
な
司
法
裁
判
所
を
設
け
る
こ
と
が
当
然
に
前
提
と
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
勧
告

的
意
見
制
度
の
採
用
も
も
と
よ
り
了
解
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
連
盟
設
立
の
推
進
者
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領

北法22(3・69)409



説

一
九
一
八
年
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
が
準
備
し
た
連
盟
草
案
は
、
顧
問
の
ハ

ウ
ス
大
佐
の
案
に
ほ
ぼ
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
統
領
は
ハ
ウ
ス
案
に
も
ら
れ
た
司
法
裁
判
所
の
設
置
の
提
案
を
拒
否
し
た
。

は
、
当
初
司
法
裁
判
所
設
置
の
強
い
消
極
論
者
で
あ
っ
た
。

ハ
ウ
ス

告企h

a岡

は
、
国
際
機
構
(
連
盟
)
の
任
務
の
完
全
な
遂
行
の
た
め
に
は
司
法
裁
判
所
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
大
統
領
を
説
得
し
た
が
、
両
者
の

内

2
)

意
見
は
「
完
全
に
不
一
致
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
は
司
法
裁
判
所
の
重
要
性
を
認
め
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で
、
。
ア
ン
チ
・
リ
ガ
リ
ズ
ム
。
(
白

EF--巾
官

-zg)
の
立
場
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

他
方
、

一
九
一
九
年
一
月
ロ
パ

l
ト
・
セ
シ
ル
卿
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
公
式
の
連
盟
草
案
は
、

「
常
設
国
際
司
法
裁
判

所
」
(
白
宮
門
5
2
5
E
gロ
ユ
え

E
Z
E三
宮
E
ご
己
主
円
巾
)
の
設
置
を
定
め
、

そ
れ
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
の
問
、
連
盟
に
よ
っ
て
任
命
さ

ハ
4
)

の
設
置
を
予
定
し
た
。
セ
シ
ル
卿

れ
る
常
設
仲
裁
裁
判
所
の
裁
判
官
か
ら
な
る
「
国
際
法
裁
判
所
」

(
Sロ
ユ
え

E
Z百
三
-OE--戸
当

)

の
構
想
に
よ
れ
ば
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
は
九
名
の
裁
判
官
で
構
成
さ
れ
、
仲
裁
裁
判
所
の
上
訴
機
関
と
し
て
の
地
位
も
与
え
ら
れ

た
。
ア
メ
リ
カ
案
と
イ
ギ
リ
ス
案
と
の
聞
に
は
、
か
よ
う
な
聞
き
が
あ
っ
た
が
、

一
九
一
九
年
一
月
一
日
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
と
ロ
バ

ー
ト
・
セ
シ
ル
卿
を
含
む
双
方
の
代
表
者
の
会
合
で
、
結
局
「
常
設
的
な
司
法
裁
判
所
」
の
設
立
の
た
め
の
一
般
条
項
を
挿
入
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
双
方
の
案
を
基
礎
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
顧
問
の
ハ

i
ス
ト
と
ア
メ
リ
カ
の
顧
問
ミ
ラ
ー
が
英

米
の
共
同
草
案
の
作
成
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
一
九
年
一
月
二
五
日
の
平
和
会
議
会
で
設
置
さ
れ
た
国
際
連
盟
委
員
会
は
、
英
米
案
す
な
わ
ち
ハ

l
ス
ト
H

ミ
ラ
l
案
を
討
議
の

基
礎
と
し
た
。
こ
の
案
の
第
一
二
条
に
よ
れ
ば
、

理
事
会
は
「
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
」
の
設
置
案
を
作
成
す
る
こ
と
、

お
よ
び
裁
判
所

は
当
事
者
の
付
託
す
る
す
べ
て
の
問
題
を
決
定
で
き
る
と
さ
れ
た
が
、
勧
告
的
意
見
の
規
定
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
右
委
員

会
の
起
草
委
員
会
が
、
二
月
に
一
応
の
案
と
し
て
作
成
し
た
規
約
草
案
の
第
一
四
条
|
|
こ
れ
は
ハ
I
ス
ト
H
ミ
ラ
l
案
に
若
干
の
修
正

を
加
え
た
も
の
ー
ー
に
も
、
勧
告
的
意
見
の
制
度
は
採
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

北法22(3・70)410



し
か
し
、

そ
の
後
こ
の
草
案
は
二
、
一
ニ
の
修
正
を
受
け
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
パ

l
ト
・
セ
シ
ル
卿
は
ー
ー
ー
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
の
了
解

を
え
て

l

l
当
事
者
の
付
託
す
る
問
題
以
外
に
、
裁
判
所
は
「
執
行
理
事
会
な
い
し
総
会
の
付
託
す
る
す
べ
て
の
問
題
」
に
つ
い
て
も
決

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
提
案
を
出
し
た
。
他
方
、
三
月
二
四
日
の
国
際
連
盟
委
員
会
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ル
ノ
ー
ド
も
裁
判
所
の

管
轄
権
に
つ
い
て
修
正
案
を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
裁
判
所
が
三
項
目
に
つ
き
管
轄
権
を
も
つ
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
が
、
そ
の
例
項
は
、
裁

判
所
が
「
総
会
な
い
し
執
行
理
事
会
に
よ
っ
て
付
託
さ
れ
る
す
べ
て
の
事
項
」
に
つ
い
て
決
定
し
う
る
と
さ
人
目
。
こ
れ
は
右
の
セ
シ
ル

卿
の
提
案
と
「
ま
っ
た
く
類
似
し
て
い
る
」
が
、
た
だ
こ
れ
ら
の
提
案
が
い
か
な
る
趣
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か

〈

m

v

(

H

)

で
は
な
い
。
委
員
会
で
は
、
こ
の
提
案
は
原
則
的
に
承
認
さ
れ
た
が
、
し
か
し
、

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展 (1)

ハ

l
ス
ト
お
よ
び
ミ
ラ
ー
は
、
右
の
修
正
案
は
幅
が
広

ま
た
意
図
的
に
で
は
な
い
に
し
て
も
、
義
務
的
裁
判
の
原
則
を
導
入
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
ミ
ラ
ー
の

す
ぎ
る
と
考
え
、

「
義
務
的
裁
判
の
観
念
を
排
除
し
、
同
時
に
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
が
勧
告
的
意
見
を
与
え
る
の
を
認
め
る

た
め
に
」
、
先
の
草
案
の
第
一
四
条
は
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
問
。
そ
の
結
果
、
四
月
一
日
、

伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

一
一
日
の
両
日
の
起
草
委
員
会
で
は
、

イ

ギ
リ
ス
の
提
案
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
条
文
が
追
加
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
判
決
を
与
え
る
ほ
か
、

よ
っ
て
付
託
さ
れ
る
す
べ
て
の
紛
争
な
い
し
問
題
に
つ
い
て
ア
ド
ヴ
ア
イ
ス
す
る
権
限
を
も
っ
」
と
。
こ
の
追
加
部
分
は
四
月
五
日
の
起

「
理
事
会
な
い
し
総
会
に

「
ア
ド
ヴ
ア
イ
ス
す
る
」
(
白
仏
乱
お
)

主
5
8
4
0匂
5
5る
と
い
う
用
語
が
採
用
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
。
「
裁
判
所
は
ま
た
理
事
会
な
い
し
総
会
に
よ
っ
て
付
託
さ

れ
る
す
べ
て
の
紛
争
な
い
し
問
題
に
つ
い
て
勧
告
的
意
見
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
。
こ
れ
が
最
終
的
に
連
明
規
約
第
一
四
条
に
採

草
委
員
会
の
最
終
案
で
は
、

と
い
う
言
葉
の
代
わ
り
に
、

「
勧
告
的
意
見
を
与
え
る
」

(m-J「
町
田
口

北法22(3・71)411

択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

採
用
さ
れ
た
意
見
制
度
の
性
格
の
酸
味
性

以
上
の
よ
う
な
経
過
で
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
は
勧
告
的
意
見
の
機
能
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
制
度
の



説

わ
り
に
は
、

そ
れ
が
い
か
な
る
目
的
と
機
能
の
た
め
に
採
用
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
面
が
少
な
く
な
い
。
最
終
草
案
に
つ
い
て
イ
ギ

リ
ス
の
代
表
が
作
成
し
た
ノ
l
ト
に
よ
る
と
、
「
理
事
会
お
よ
び
総
会
が
裁
判
所
の
ア
ド
ヴ
ア
イ
ス
を
得
る
た
め
に
、
い
か
な
る
紛
争
も
付

さb.
osU 

託
す
る
権
能
を
も
っ
と
い
う
修
正
が
挿
入
さ
れ
た
。
こ
の
権
能
は
あ
る
種
の
紛
争
の
解
決
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

う
ま
で
も
な
く
裁
判
所
の
意
見
は
理
事
会
や
総
会
で
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
拘
束
力
が
な
い
。
従
っ
て
、
決
し
て
義
務
的
裁
判
の
原
則
を
導

入
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
意
見
制
度
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
あ
る
一
定
種
類
の
紛
争
に
つ
い
て
は
裁
判
所
の
決
定
が

必
要
な
こ
と
が
あ
り
、

た
だ
そ
の
決
定
に
法
的
拘
束
力
を
与
え
る
こ
と
は
義
務
的
裁
判
の
導
入
に
つ
な
が
る
か
ら
、
従
っ
て
勧
告
的
な
も

の
に
さ
れ
た
と
い
え
る
。
意
見
制
度
の
採
用
は
こ
の
よ
う
に
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
初
め
か
ら
何
ら
か
の
具
体
的
な
目
的
と
理
念
の

下
に
採
用
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
制
度
が
連
盟
と
裁
判
所
の
聞
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
機
能
す
べ
き
も
の
と
考
え

ら
れ
た
の
か
明
瞭
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
裁
判
所
は
あ
く
ま
で
連
盟
で
の
紛
争
処
理
の
脇
役
と
し
て
単
な
る
法
律
諮
問
機
関
た
る
地
位

そ
れ
と
も
付
託
さ
れ
た
紛
争
に
つ
い
て
連
盟
と
は
独
立
の
立
場
で
白
か
ら
紛
争
の
解
決
者
た
る
地
位
に
立
つ
の
か
。
ま

に
留
ま
る
の
か
、

た
意
見
は
判
決
と
同
じ
よ
う
な
審
理
手
続
で
取
扱
わ
れ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
別
個
の
手
続
が
予
定
さ
れ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
基
本
的
な
問

題
に
つ
い
て
、
規
約
の
起
草
者
に
ま
と
ま
っ
た
理
解
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
た
だ
次
の
よ
う
な
相
反
す
る
と
思
わ

れ
る
こ
つ
の
抽
象
的
・
一
般
的
な
理
解
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
第
一
に
、
創
設
さ
れ
る
べ
き
裁
判
所
が
ハ

l
グ
条
約
に
よ
る
常
設
仲
裁
裁

判
所
と
は
異
な
っ
た
司
法
裁
判
所
で
あ
り
、
勧
告
的
意
見
も
こ
の
司
法
裁
判
所
が
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
第
二
に
、

こ
の
よ
う
な
認
識
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
方
で
意
見
の
制
度
は
判
決
の
制
度
と
同
等
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
ず
に
、
そ
れ
よ
り
一
段
軽
い

存
在
と
み
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
抽
象
的
理
解
が
先
の
基
本
的
問
題
に
ど
の
よ
う
に
答
え
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
起
草
の
時
点
で
は
、
漠
然
と
し
た
理
念
像
か
ら
抜
け
出
た
具
体
的
な
機
能
論
上
の
考
察
が
あ
っ
た
よ
う
に
は
思
え

「
そ
の
(
勧
告
的
意
見
の
〉
用
法
に
つ
い
て
の
立
入
っ
た
考
察
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い

な
い
。
起
草
過
程
を
顧
み
た
ハ
ド
ソ
ン
は
、

し
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る。
結
局
、
勧
告
的
意
見
の
具
体
的
な
運
用
法
は
、
す
べ
て
裁
判
所
規
程
な
い
し
裁
判
所
規
則
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

基
本
的
理
念
に
お
け
る
酸
味
さ
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
作
業
は
決
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ム

l
ア
裁
判
官
は
、
一

九
二
二
年
の
裁
判
所
規
則
作
成
会
議
に
際
し
て
、
『
勧
告
的
意
見
に
関
す
る
覚
え
書
』
を
提
出
し
、
こ
の
腰
昧
さ
を
卒
直
に
指
摘
し
て
い

る。

「
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
組
織
に
関
す
る
問
題
で
、
裁
判
所
が
い
か
に
し
て
、

ま
た
い
か
な
る
条
件
で
勧
告
的
意
見
を
与
え
る
べ

き
か
と
い
う
問
題
ほ
ど
、
大
い
な
る
混
乱
を
生
ぜ
し
め
、
ま
た
当
惑
を
惹
き
起
し
た
も
の
は
な
い
。
こ
の
不
明
瞭
さ
と
酸
味
さ
は
、
そ
の

大
方
が
提
案
(
連
盟
規
約
の
)
の
性
質
に
由
来
し
て
い
る
」
と
。
ま
た
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
制
度
的
具
体
化
の
過
程
で
、
き
わ
め
て
著

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展 (1)

名
な
法
律
家
が
勧
告
的
怠
見
そ
の
も
の
に
一
種
の
疑
惑
を
表
明
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
暖
昧
さ
と
ま
っ
た
く
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

(
1
〉
む
出
・

ζ
E
2
・
吋
宮
口
E
P
E向
。
『
任
。
(
リ
C

〈2

2
ア
〈
C

一-
H

(

一U
N
∞〉
w

℃一
m
-
t〈
7
2一日
l
回
ω
ロロ
2
庁

保

忌
2
2
n
m
m，
o
E
E宅
P

円口『
2
E
E
z
z
o
=

ユ
目
当
日
E
(
U
C
E

円ご
U
S
l
一回日∞・

3
日
夕
℃
-
M
N

・
な
お
そ
の
後
、
一
九
一
九
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
の
第
二
、
第
三
草
案
お
よ
び

二
月
の
第
四
草
案
で
も
、
仲
裁
裁
判
へ
の
紛
争
の
付
託
に
関
す
る
一
般
規
定
を
除
い
て
、
司
法
裁
判
所
の
設
霞
の
必
要
性
は
一
が
さ
れ
な
か
っ
た
。

(
2
〉
巧
「
2
一RI
F
Z
5
2
・
毛

-
E
J
宅
-
M

一lM
M

(
3〉

H
E
P
-
日

y
N
U
・
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巴
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円
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E
{
E
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c
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2
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国
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日
∞
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宅
・
二

o
l
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-

(
5
)
F
E
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戸

司

自

N
・

(
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H
E
p
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司・ミ・

(
7
)
F
E
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c
一
-
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日
yω

二
・
な
お
ハ

l
ス
ト
H
ミ
ラ
!
案
の
第
一
二
条
に
つ
い
て
は
、

MEL-
℃
-M2

(
8
〉

F
E
-
-
〈G
一-
F

司・
ω
2
・〈
C
一
-
一
日
y
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illt 

(
9〉

H
Eチ
〈
c--

デ
同
yω
印

ω

(
川
〉
ミ
ラ
ー
は
セ
シ
ル
卿
の
修
正
案
に
つ
い
て
、
ハ
ウ
ス
大
佐
に
書
簡
を
送
り
、
こ
れ
が
連
盟
理
事
会
に
よ
る
義
務
的
裁
判
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
と
い

う
自
己
の
見
解
を
述
べ
た
の
ち
、
「
こ
れ
ら
の
修
正
案
の
効
果
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
、
あ
与
え
て
あ
な
た
の
注
意
を
喚
起
す
る
次
第
で
あ
る
」
と

し
て
、
ハ
ウ
ス
の
意
見
を
求
め
て
い
る
。

F
E
u
〈O
一-
F
百

M
U
0
・

(け〉

H
r
E
W
〈O
一
-
一
宅
・
ω
ム∞

l
s
u・

(
ロ
)
伊
三
J

〈
C

一-H
・℃

ω
2
.

(
刊
は

)
H
Z
P
・℃・
ω
呂田

(
け
門

)
F
M
Lよ
〈
凸
}
・
国
司
自
吋
0

・

(
日
)
こ
の
用
車
問
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
注
(
ゆ
)
参
照
。

(

日

)

ロ

戸

冨
5
R
C司・

2
J
〈口一
-
F

℃・
4

一白・

〈
行
)
ド
・
ラ
・
グ
ロ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
の
活
動
の
初
期
は
、
勧
告
的
意
見
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
担
論
的
性
格
の
も
の
で
、
関
係
国
は

A
・
B
-

C
と
置
き
代
え
ら
れ
る
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
与
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
活
動
は
む
し
ろ
「
法
律
諮
問
者
の
活
動
」
(
で

R
Z志
円

5

8
2
3
=司
』
亘
岳
宮
乙
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
と
い
う
。

ζ
E
H巾
]
舟
一
ω
0
5
5・
C
の
G
E
円
H
V
2
B
E
E
S
舟

]
5
2
8
F
H
q
E己
C
E
Z
g
一∞
M
印
-

H向
。
〈
号
仏
ぬ
り
B片
付

E
件
。
自
己
FDE一
2
(
}巾
戸
品
開
E
E
C
C口
。
c
E℃
Rr・
5
E
O
吋
(
一
回
目
日
)
w

日

y
ω
ω
子

(mm)
最
終
草
案
で
は
、

J
守

5
3
と
い
う
言
葉
の
代
り
に
、

=
m
F
Z
白
ロ
邑

i
s
q
o七
5
5
R
w
と
い
う
用
語
に
置
き
変
え
ら
れ
た
が
、
ミ
ラ
ー
に
よ
れ

ば
、
こ
の
修
正
は
意
見
機
能
が
「
司
法
的
」

(yen-え
)
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

ζ
E
R
a
-
Z
-
〈
c
-
-
F
匂・さ
m-

ド
・
ヴ

イ
ツ
シ
ュ
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
勧
告
的
意
見
が
通
常
の
法
律
諮
問
で
は
な
く
。
司
法
機
能
の
行
使
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。
の
F
母
〈
E
n
r
F

r
g
〉
三
問
。
CDω
己
g
z
r
L
o
r
。
oc吋
可
耳
目
ω口
内
口
言
内
山
内
』
5
c
o
H
E
qロ
2
5ロ
ω一p
〉
B
仏
品
目
庁

ι。
ロ
3
5
H
D
R
g
m
w己
申
弘
、
同
州
R
耳
己

ι自
の
oロ円
P

S
E何
回

(

↓

U
N
U
H
〉
・
司
・
一
四
・
な
お
、
こ
の
修
正
、
か
意
見
の
司
法
的
性
格
を
確
保
す
る
に
十
分
な
保
障
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
具
体
的
な

運
用
を
ど
う
す
る
か
に
よ
っ
て
は
、
な
お
裁
判
所
を
リ
ー
か
ル
・
ア
ド
ヴ
ア
イ
ザ
l
の
如
き
機
関
に
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

(
悶
〉
例
え
ば
、
最
終
草
案
で
は
、
勧
告
的
意
見
の
規
定
は
判
決
機
能
の
文
章
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
別
の
文
章
に
さ
れ
た
(
一
つ
前
の
草
案
で
は

J
E
3

で
結
ば
れ
て
い
た
〉
。
こ
の
修
正
に
つ
い
て
ミ
ラ
ー
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
「
こ
の
修
正
は
意
義
が
あ
る
。
勧
告
的
意
見
を
与
え
る
機
能
は
裁

判
所
の
主
要
な
守
口
百
司
己
管
轄
権
の
一
部
と
し
て
で
は
な
い
よ
う
に
、
別
個
に
述
べ
ら
れ
た
」
と
。

ζ
三

F

8
島
J
S一
戸
℃
ム
o
m

=34 
"問
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ハ
ド
ソ
ン
は
さ
ら
に
、

「
起
草
者
が
園
内
裁
判
の
勧
告
的
意
見

(
加
〉
宮
・

0
・
出
邑
j
S
F
、H，r
σ
H
v
q口
百
再
三
(
リ
c
c
p
-
u
ω
kア
D
七
-
n
F
了
間
)
・
一
三
・
な
お
、

制
度
を
類
推
し
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
も
思
え
な
い
」
と
加
え
て
い
る
。

(
引
〉
吋
宮
』
戸
2
2
0ロ
C
『

ω
?
E
2可
己
目

U
E
Z
E
(
Y向
m
B
Q円
ωロハ
F
E
ε
ζ
ア

Y向
。

ο円
叩

γ
句
・
。
・
円
・

]
ω
リコ
2

0
・
2

C

M

-
℃目

ω
∞ω
・

法
律
家
諮
問
委
員
会
(
一
九
二

O
年
)
の
具
体
化
の
構
想
と
連
盟
に
お
け
る
そ
の
取
扱
い

法
律
家
諮
問
委
員
会
草
案
の
構
想
と
意
見
制
度
の
基
本
的
捉
え
方

)
 
-(
 

連
盟
理
事
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
法
律
家
諮
問
委
員
会
は
、
約
六
週
間
の
討
議
の
後
、

一
九
二

O
年
七
月
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展

の
草
案
(
ロ

E
E
F
Z
B
P
〉

S
E
1可円。」
2
)
を
採
択
し
た
。
こ
れ
が
、

の
ち
に
連
盟
の
修
正
を
経
て
正
式
に
裁
判
所
規
程

3
S
E
R〉

と
し
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
草
案
は
六
二
ケ
条
か
ら
な
り
、
勧
告
的
怠
見
に
つ
い
て
は
、
第
三
六
条
と
し
て
一
ケ
条
が
含
ま
れ

た
。
そ
れ
は
連
盟
理
事
会
な
い
し
総
会
か
ら
要
請
さ
れ
る
国
際
的
性
質
の
「
問
題
」

Z
5
E。
P
目
出
百
件
)

門出向-宗門
m
w
H
H

門
凶
〉
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
手
続
を
予
定
し
た
。
草
案
の
第
三
六
条
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一「

{裁
第型
- FJr 
項時
¥../、。 ロー
理玉
事童
会.而

ま
た
は

「
紛
争
」

ま
た
は
総
会
に
よ
っ
て
付
託
さ
れ
る
す
べ
て
の
国
際
的
性
質
の
問
題
ま
た
は
紛
争
に
つ
い
て
勧
告
的
意
見
を
与
え
る

に
生
じ
た
す
べ
て
の
紛
争
と
は
別
に
、
国
際
的
性
質
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
与
え
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
三
な
い
し
五
人
か
ら
な
る
特

現
実
に
生
じ
た
紛
争
の
主
題
を
な
す
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
与
え
る
と
き
は
、

裁
判
所
は
訴
訟
事

別
委
員
会
を
設
置
す
る
(
第
二
項
〉
。

件
を
取
扱
う
の
と
同
じ
よ
う
な
条
件
で
審
理
す
る
(
第
三
項
)
。
」
(
邦
訳
筆
者
)
こ
の
条
文
は
、
結
局
、
連
盟
総
会
で
削
除
さ
れ
る
が
、
法

律
家
諮
問
委
員
会
の
意
見
制
度
の
捉
え
方
を
み
る
た
め
に
、
若
干
検
討
し
て
み
よ
う
。

」
の
草
案
で
は

「
問
題
」
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
は
、
一
一
一
な
い
し
五
名
の
裁
判
官
に
よ
る
特
別
委
員
会
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、

現
実紛

北法22(3・75)415



説

争
」
の
場
合
は
、
訴
訟
事
件
と
同
様
の
方
法
で
与
え
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。

「
問
題
」
と
「
紛
争
」
を
分
け
る
こ
と
は
、
規
約
第
一
四
条
が

「
紛
争
ま
た
は
問
題
」
に
つ
い
て
裁
判
所
の
意
見
を
認
め
た
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
え
た
よ
う
で
あ
る
。
両
者
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
委
員
会

C:;-A 
日間

の
討
議
に
お
け
る
ド
・
ラ
プ
ラ
デ
i
ル
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
紛
争
は
「
現
実
の
抗
争
」
(
己
ロ

g
ロ
巨
片
山
2
5
3
で
あ
る
の
に
対
し
、
問
題

(
旬
。

E
C
は
「
郎
一
論
的
問
題
」
(
ロ

5
A戸
2
t
cロ
子
合
同
右
)
己
巾
)
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
両
者
に
つ
き
異
な
る
手
続
を
設
け
た
の

は
ど
う
い
う
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ド
・
ラ
プ
ラ
デ
l
ル
の
作
成
に
な
る
法
律
家
諮
問
委
員
会
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
問
題
」
に
関
す
る
裁
判
所
の
意
見
は
抽
象
的
で
純
粋
に
諮
問
的
で
あ
る
の
で
、

そ
れ
が
の
ち
に
具
体
的

な
紛
争
と
な
っ
て
再
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
裁
判
所
が
前
の
意
見
に
拘
束
さ
れ
た
り
、
前
の
意
見
に
矛
盾
し
た
り
、
ま

「
問
題
」
に
関
す
る
意
見
は
全
員
法
廷
と
は
異
な
っ
た
構
成
に
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
。

た
繰
り
返
え
し
た
り
す
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、

委
員
会
の
構
想
は
、

「
紛
争
」
と
「
問
題
」
に
つ
い
て
理
論
的
に
巧
妙
に
考
案
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
草
案
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
勧
告
的
意
見
に
司
法
的
手
続
を
保
障
す
る
意
図
の
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
「
紛
争
」
の
場

合
に
は
、
訴
訟
事
件
に
準
ず
る
取
扱
い
が
予
定
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
点
は
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
。
委
員
会
の
討
議
の
過
程
で
、

の
ル
l

ト
は
、
現
実
に
発
生
し
て
い
る
「
紛
争
」
に
つ
い
て
判
決
で
は
な
い
意
見
を
与
え
る
こ
と
は
、

ア
メ
リ
カ

「
す
べ
て
の
司
法
上
の
原
則
」
に

背
離
す
る
と
の
異
論
を
明
え
た
が
、

ド
・
ラ
プ
ラ
デ
1
ル
は
、
連
盟
規
約
が
す
で
に
「
紛
争
」
に
つ
い
て
の
意
見
を
認
め
て
い
る
こ
と
、

ル
ー
ト
を
説
得
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
司
法
的
手
続
を
与

お
よ
び
こ
の
場
合
は
「
司
法
的
な
方
法
」
で
審
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
見
制
度
の
す
べ
て
の
問
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
と
に
、
連
盟
と
の
関
係
に
お
け
る
勧
告
的
意
見
の

基
本
的
役
割
や
そ
の
在
り
方
の
根
本
的
問
題
は
、

法
律
家
諮
問
委
員
会
に
お
い
て
も
な
お
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
。

ド
・
ヴ
ィ
ッ
シ
ェ

t工

「
委
員
会
は
理
事
会
お
よ
び
総
会
に
対
す
る
裁
判
所
の
正
確
な
役
割
を
規
定
す
る
の
に
多
分
に
当
惑
し
て
い
た
」
と
考
え
ら
れ
、
結

「
勧
告
的
意
見
の
問
題
は
根
本
ま
で
考
究
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
、
イ

局
、
意
見
に
関
す
る
他
の
諸
問
題
を
含
め
て
、

北法22(3・76)416



タ
リ
ア
の
リ
ッ
チ
・
プ
サ
ッ
チ
は
、
草
案
の
第
三
六
条
の
採
択
に
際
し
、
委
員
会
は
時
聞
を
か
け
て
問
題
の
本
質
を
討
議
し
て
い
な
い
と

(
7〉

し
て
、
表
決
を
棄
権
し
た
。

そ
れ
で
は
委
員
会
の
意
見
制
度
の
討
議
を
困
難
に
し
た
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
幾
多
の
要
因
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

の
点
に
関
し
て
は
、
と
り
わ
け
委
員
会
の
次
の
よ
う
な
意
見
制
度
の
基
本
的
捉
え
方
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
委
員
会
は
意
見
に
司

法
的
な
手
続
を
保
障
し
よ
う
と
し
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
勧
告
的
意
見
を
裁
判
所
の
本
来
の
司
法
機
能
に
含
め
よ
う
と
す

る
と
こ
ろ
ま
で
積
板
的
に
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
意
見
機
能
は
本
来
の
司
法
機
能
の
範
囲
外
の
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
連
盟
理
事
会
に
提
出
さ
れ
た
法
律
家
諮
問
委
員
会
の
報
告
書
(
ド
・
ラ
プ
ラ
デ
l

ル
の
起
草
)
に

)
 

-P占(
 

「
そ
の
司
法
権
限
の
範
囲
外
に
お
い
て
」

(
8
)
 

1
8ロ
B
Z仏
在
日
巾
〉
意
見
を
与
え
る
権
能
を
も
っ
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
こ
の
当
時
、
勧
告
的
意
見
が
裁
判
所
の
司
法
機
能
に
属
す
る

も
の
と
し
て
広
く
理
解
さ
れ
て
い
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
先
に
述
べ
た
ル
l

ト
の
異
論
は
、
決
し
て
当
時
彼
一
人
に
抱
か
れ
た
も
の
と

は
い
え
な
い
。
委
員
会
の
草
案
が
連
盟
総
会
で
審
議
さ
れ
た
と
き
、
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
ブ
ロ
マ
ジ
ョ

l
は
、
「
連
盟
規
約
が
裁
判
所
に
勧

告
的
意
見
の
権
能
を
認
め
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
」
と
の
意
見
を
卒
直
に
述
、
べ
て
お
り
、
ま
た
後
述
の
よ
う
に
、
一
九
二
二
年
の
裁
判
所
規

則
作
成
会
議
で
、
ム
ー
ア
裁
判
官
は
、
意
見
制
度
が
司
法
機
能
に
両
立
し
な
い
こ
と
を
き
わ
め
て
県
論
的
・
体
系
的
に
主
張
し
て
い

μ
。

法
律
家
諮
問
委
員
会
に
お
い
て
も
、
可
法
手
続
の
保
障
を
志
向
し
な
が
ら
も
、
な
お
意
見
制
度
を
司
法
機
能
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
で

そ
こ
に
大
き
な
間
隙
が
生
じ
た
と
こ
ろ
に
、
委
員
会
の
討
議
の
進
展
を
阻
む
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
委
員
会
の
勧
告
的
意

北法22(3・77)417

よ
れ
ば
、
国
家
聞
の
紛
争
に
つ
い
て
裁
判
す
る
裁
判
所
は
、

(
7
0岡
田

込

己

門

戸

E
z
p
g
8
5
1

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展

き
ず
、

か
か
る
意
味
で
継
子
扱
い
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
が
、

か
よ
う
な
意
見
の
捉
え
方
は
、

そ
の
後
の
裁
判
所
規
則
作
成
会
議

見
の
見
方
は
、

に
お
い
て
も
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
基
本
的
に
は
変
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
司
法
権
の
行
使
と
し
て
嫡
出
子
扱
い
さ
れ
る
よ
う
に
な

か
つ
判
決
に
劣
ら
な
い
権
威
と
重
要
性
が
実
証
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

る
の
は
、
実
際
に
判
決
に
変
ら
な
い
方
法
で
審
理
さ
れ
、



説

連
盟
に
お
け
る
草
案
の
取
扱
い
ー

l
意
見
規
定
の
削
除
1
ー

法
律
家
諮
問
委
員
会
の
裁
判
所
規
程
の
草
案
は
、

一
九
二

O
年
八
月
、

サ
ン
・
セ
パ
ス
チ
ャ
ン
に
会
合
し
た
連
盟
理
事
会
に
提
出
さ
れ

論

た
。
理
事
会
は
草
案
を
加
盟
各
国
に
送
付
す
る
と
同
時
に
、

レ
オ
ン
・
ブ
ル
ジ
ォ
ア
に
草
案
に
関
す
る
報
告
を
要
請
し
た
。

同
年
一

O

月
、
プ
リ
ユ
ツ
セ
ル
に
開
か
れ
た
理
事
会
は
、

ブ
ル
ジ
ォ
ア
の
提
案
に
沿
っ
て
義
務
的
管
轄
な
ど
の
規
定
を
修
正
し
た
が
、
勧
告
的
意
見

に
関
す
る
第
三
六
条
の
規
定
は
そ
の
ま
ま
維
持
し
た
。
理
事
会
か
ら
送
付
さ
れ
た
規
程
草
案
は
、
第
一
回
総
会
の
第
三
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
。
第
三
委
員
会
は
一

O
名
の
小
委
員
会
を
設
置
し
、
草
案
全
体
の
具
体
的
な
検
討
を
委
ね
た
c

小
委
員
会
の
討
議
で
、

イ
タ
リ
ア
は
、
「
問
題
」
に
つ
い
て
定
め
た
第
二
項
と
「
紛
争
」
に
つ
い
て
定
め
た
第
三
項
の
区
別
を
廃
止
し
、

勧
告
的
意
見
の
付
託
に
あ
た
っ
て
は
裁
判
所
に
特
別
の
委
員
会
を
設
置
す
る
権
限
を
与
え
る
、

と
い
う
修
正
案
を
提
出
し
た
。
イ
タ
リ
ア

の
代
表
リ
ッ
チ
・
ブ
サ
ッ
チ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
第
二
項
と
第
三
項
の
ケ
l

ス
を
区
別
す
る
の
は
実
際
に
は
不
可
能
で
あ
り
、
裁
判
所
に

付
託
さ
れ
る
問
題
は
決
し
て
理
事
会
に
付
託
さ
れ
る
紛
争
と
同
一
で
は
あ
り
え
ず
、

る
と
さ
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
修
正
案
は
一
度
は
承
認
さ
れ
る
が
、
し
か
し
そ
の
後
、
文
案
の
作
成
の
際
に
、

そ
れ
は
よ
り
理
論
的
で
一
般
化
さ
れ
た
性
格
を
お
び

フ
ラ
ン
ス
の
フ
ロ
マ
ジ
ォ
l

は
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
第
三
六
条
全
体
の
削
除
を
提
案
し
た
。
す
な
わ
ち
、
委
員
会
は
本
条
全
体
の
削
除
が
望
し
い
と
一
同
一
致
し

規
約
第
一
四
条
は
裁
判
所
が
勧
告
的
意
見
の
付
与
を
拒
否
で
き
な
い
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

て
、
裁
判
所
規
程
に
同
じ
効
果
の
条
文
を
設
け
る
こ
と
は
無
用

(
5
2巳
巾
)
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、

て
考
え
て
お
り
、

従
っ

オ
ラ
ン
ダ
の
ロ

1
デ
ル
か

実
際

ら
、
右
草
案
の
第
三
六
条
が
規
約
第
一
四
条
の
単
な
る
繰
り
返
し
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
委
員
長
は
削
除
の
支
持
を
表
明

し
、
表
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
第
三
六
条
の
削
除
が
決
定
さ
れ
た
。

か
く
て
第
三
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
小
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
第
三
六
条
の
削
除
に
つ
き
次
の
よ
う
に
-
記
さ
れ
て
い
る
。

「
勧
告
的

意
見
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
訴
訟
の
裁
判
に
要
さ
れ
る
の
と
同
定
数
の
裁
判
官
で
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
小
委
員
会
は
考
え
る
。
諮
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問
委
員
会
の
草
案
に
よ
る
こ
の
点
の
区
別
、
す
な
わ
ち
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
る
問
題
が
現
実
に
発
生
し
た
紛
争
の
主
題
で
あ
る
場
合
と
、

現
実
の
紛
争
で
な
い
場
合
と
の
区
別
は
、
維
持
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
区
別
は
明
瞭
性
を
欠
き
、

ま
た
実
際
的
な
困
難
を
生

ぜ
し
め
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
小
委
員
会
の
意
見
で
は
、
右
の
草
案
は
裁
判
所
の
む
し
ろ
内
部
手
続
規
則
に
関
係
す
る
細
部
に
ま

で
立
入
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
。
こ
の
第
三
六
条
全
体
の
削
除
の
提
案
は
、
第
三
委
員
会
お
よ
び
総
会
本
会
議
で
承
認
さ
れ
た

(
な
お
、
第
三
六
条
が
、
第
三
委
員
会
で
い
わ
ゆ
る
任
意
条
項
を
含
む
裁
判
管
轄
規
定
に
置
き
変
え
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ

る〉。

)
 

1
i
 
(
 

か
く
し
て
、
裁
判
所
規
程
に
は
、
勧
告
的
意
見
に
関
す
る
条
文
は
ま
っ
た
く
姿
を
消
す
結
果
と
な
っ
た
。
ム
ー
ア
裁
判
官
が
い
う
よ
う

「
規
程
の
起
草
に
着
手
し
て
六
ヶ
月
の
末
に
、
勧
告
的
意
見
の
問
題
を
解
決
す
る
試
み
は
放
棄
さ
れ
た
」
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う

Vこ

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展

か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
削
除
の
決
定
は
、
ド
・
ヴ
ィ
ッ
シ
ェ
が
述
べ
る
よ
う
に
、

「
多
分
に
厄
介
な
も
の
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
の
法
的
根
拠
の
問
題
を
生
ぜ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ラ
デ
ィ
カ
ル
」
で
あ
り
、

裁
判
所
は
連
盟
と
は
独
立
の
機
関
で
あ
る
の
で
、
勧
告
的
意
見
の
唯
一
の
規
定
と
な
っ
た
規
約
第
一
四
条
に
当
然
に
依
拠
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
に
立
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
当
時
、
学
説
と
し
て
、
規
約
第
一
四
条
の
意
見
規
定
は
、
裁
判
所

規
程
第
三
六
条
一
項
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
と
、
規
程
第
一
条
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
の
二
説
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
側
か
ら
批
判
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
(
な
お
、

ま
た
両
説
に
は

一
九
二
九
年
の
規
程
の
改
正
で
、
勧
告
的
意
見
の
規

定
が
、
第
四
章
と
し
て
新
た
に
設
け
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
点
の
法
律
問
題
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
〉
。
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国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展 (1) 
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(mm
〉
削
除
の
決
定
さ
れ
た
当
時
に
は
、
こ
の
点
の
疑
問
は
何
ら
提
起
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
点
に
い
た
っ
て
も
な
お
、
創
設
さ
れ
る
べ
き
裁

判
所
が
連
盟
の
一
機
関
た
る
地
位
を
も
っ
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
当
時
か
な
り
支
配
的
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
豆
.
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民
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S
F
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了
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E
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2
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3
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宅
・
一
口
ω
l
一宏・

(
川
口
)
第
三
六
条
へ
の
吸
収
説
に
よ
れ
ば
、
規
約
第
一
四
条
は
、
裁
判
所
の
管
轄
権
が
「
現
行
の
諸
条
約
に
特
に
規
定
す
る
」
場
合
で
あ
る
と
い
う
。
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ム
一
回
・
他
方
、
第
一
条
へ
の
吸
収
説
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
、
が
規
約
第
一
四
条
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
規
程
第
一
条
が
意
見
の
法
的
根
拠
で
あ
る
と
い
う
。
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l
N
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掲
論
文
、
国
際
法
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雑
誌
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第
三

O
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第
一
号
〉
、
一
二

i
二
ハ
頁
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裁

判

所

規

則

に

よ

る

司

法

的

性

格

の

保

障

裁
判
所
規
則
作
成
会
議
に
お
け
る
意
見
制
度
の
取
扱
い
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誕
生
し
た
裁
判
所
の
な
す
べ
き
最
初
の
仕
事
は
、
規
程
第
三

O
条
に
定
め
ら
れ
た
内
部
手
続
規
則
の
作
成
で
あ
る
。
規
程

3
s
z
z〉
で

は
、
裁
判
所
の
手
続
に
関
す
る
詳
細
は
裁
判
所
の
規
則
(
河
口
F
C
に
委
ね
ら
れ
た
。
裁
判
所
は
研
究
・
討
議
を
重
ね
、

二
回
目
、
七
五
ケ
条
か
ら
な
る
裁
判
所
規
則
を
採
択
し
た
。

一
九
二
二
年
三
月



説

規
則
に
採
択
さ
れ
た
条
文
は
、
す
べ
て
が
単
純
に
規
程
を
詳
細
に
し
た
に
留
ま
ら
な
い
。
規
則
の
作
成
に
参
与
し
た
ハ
マ

l
シ
ョ
ル
ド

は
、
次
の
二
つ
の
問
題
に
お
い
て
プ
リ
ン
シ
プ
ル
の
う
え
の
発
展
を
含
ん
で
い
る
と
い
が
。
す
な
わ
ち
、
簡
易
手
続
と
勧
告
的
意
見
の
問

は
白
紙
で
あ
る
の
で
、
す
べ
て
が
裁
判
所
に
任
せ
ら
れ
た
と
い
え
る
。
パ
イ
ヒ
マ
ン
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、

る
何
ら
の
定
め
も
な
い
以
上
、
裁
判
所
は
適
当
と
思
わ
れ
る
規
定
を
採
択
す
る
完
全
な
自
由
を
も
っ
」
と
い
う
。
し
か
し
、
意
見
制
度
を

い
か
に
運
用
す
べ
き
か
の
問
題
は
、
こ
こ
に
お
い
て
も
「
当
惑
せ
ら
れ
る
」
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
規
則
作
成
会
議
で
は
、

十
二
の
法
体
系
が
代
表
さ
れ
、
こ
と
に
英
米
法
系
と
大
陸
法
系
と
の
対
照
は
顕
著
で
あ
り
、
そ
れ
が
規
則
の
作
成
を
困
難
に
し
た
一
要
素

〔

4
v

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
法
系
の
相
違
が
、
勧
告
的
意
見
の
問
題
の
処
理
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
た
か
必
ず
し
も
明

瞭
で
は
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ム

l
ア
裁
判
官
か
ら
、
勧
告
的
意
見
と
裁
判
所
の
司
法
機
能
と
の
両
立
性
に
つ
い
て
強
固
な
疑
問
が
提
起

さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
勧
告
的
意
見
に
な
じ
み
の
深
い
英
米
法
系
の
法
律
家
か
ら
、
か
か
る
疑
問
の
提
起
さ
れ
た
こ
と
は
一
見
奇

「
規
程
に
勧
告
的
意
見
に
関
す

北法22(3・82)422

ささl斗
日岡

題
で
あ
る
。
簡
易
手
続
は
規
程
に
よ
っ
て
採
用
が
決
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
規
則
に
委
ね
ら
れ
た
。
勧
告
的
意
見
の
問
題
は
規
程
上

妙
に
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
ア
メ
リ
カ
圏
内
に
お
け
る
勧
告
的
意
見
制
度
の
位
置
づ
け
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
不
思
議
で
は

な
い
。
ム
ー
ア
裁
判
官
は
、

『
勧
告
的
意
見
に
関
す
る
問
題
』
と
題
す
る
覚
え
書
を
提
出
し
、
意
見
制
度
の
法
律
的
問
題
点
や
制
度
の
採

択
の
経
緯
を
考
察
し
、
最
後
に
規
則
の
作
成
に
際
し
て
慎
重
に
考
慮
す
べ
き
事
項
と
し
て
、

円

6
v
た
。
そ
の
基
本
的
な
主
張
は
、
裁
判
所
が
い
か
な
る
紛
争
・
問
題
に
つ
い
て
で
あ
れ
、
何
ら
拘
束
力
の
な
い
意
見
を
与
え
る
こ
と
は
裁
判

所
の
司
法
機
能
に
両
立
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
所
の
性
格
を
暖
昧
に
し
、
ま
た
変
更
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
意
見
の
付
与
は
裁

判
所
の
裁
判
機
能
の
行
使
を
減
少
さ
せ
、
ま
た
国
際
法
の
発
展
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
、
同
時
に
拘
束
力
の
な
い
意
見
が
自
由
に
無
視
さ

一
0
項
目
の
提
議
守

5
3岳
写
ロ
∞
)
を
掲
げ

れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
必
然
的
に
裁
判
所
の
威
信
を
陥
す
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
れ
故
、
裁
判
所
が
勧
告
的
意
見
を
招
請
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
望
し
く
な
く
、
従
っ
て
、
規
則
に
は
意
見
に
関
す
る
何
ら
の
規
定
を
設
け
ず
に
、
も
し
意
見
の
要
請
が
あ
っ
た
場



合
に
は
、
裁
判
所
は
そ
の
事
件
の
性
質
と
事
情
に
応
じ
て
適
宜
処
理
す
る
の
が
好
ま
し
い
、

{
7
v
 

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ム
ー
ア
裁
判
官
の
こ
の
提
案
は
、
表
決
に
付
せ
ら
れ
ず
、
討
議
の
基
礎
に
供
せ
ら
れ
た
。
実
際
に
採
択
さ
れ
た
規
則
に
は
、
第
七
一
条

か
ら
第
七
四
条
ま
で
の
わ
ず
か
に
四
ケ
条
の
意
見
の
規
定
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
も
、
勧
告
的
意
見
の
具
体
的
な
機
能
の

イ
メ
ー
ジ
を
十
分
に
把
握
す
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
法
体
系
の
相
違
と
か
、
模
範
と
す
べ
き
手
続
規
則
の
モ
デ
ル
の
な

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展 (1)

か
っ
た
こ
と
か
ら
困
難
に
逢
着
し
た
場
合
に
は
、
勧
告
的
意
見
の
問
題
に
限
ら
ず
、

プ
ラ
ク
一
ア
イ
ス
を
も
っ
て
補
充
す
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
勧
告
的
意
見
に
つ
い
て
は
、

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
採
用
さ
れ
た
四
ケ
条
の
規
定
の
概
要
を
示
せ
ば
、
第
七
一
条
は
、
意
見
は
評
議
の
の
ち
全
員

法
廷
で
与
え
ら
れ
、
反
対
意
見
も
添
付
さ
れ
る
こ
と
、
第
七
二
条
は
、
意
見
の
要
請
は
問
題
を
正
確
に
陳
述
し
た
書
面
の
請
求
に
よ
り
、

一
般
に
い
た
ず
ら
に
妥
協
策
を
と
ら
ず
に
、

の
ち
の

い
っ
そ
う
こ
の
方
針
に
沿

参
考
と
な
る
資
料
も
添
付
さ
れ
る
こ
と
、
第
七
三
条
は
、
書
記
は
意
見
の
要
請
を
各
国
な
ら
び
に
資
料
を
提
供
し
う
る
他
の
国
際
機
関
に

通
告
す
る
こ
と
、
第
七
四
条
は
、
与
え
ら
れ
た
意
見
は
印
刷
さ
れ
公
表
さ
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
意
見
に
関
す
る
必
要

最
少
限
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
裁
判
所
が
意
見
問
題
に
「
決
定
の
つ
き
か
ね
た
こ
と
」

q
E島
市
口
氏
。
与
を
一
が
す
と
同
時

に
、
他
方
で
事
後
の
。
フ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
基
づ
く
自
由
な
決
定
を
保
持
す
る
意
図
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
規
則
に
採
用
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
は
、
そ
れ
を
排
除
す
る
趣
旨
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
意
見
の
審
理
の
口
頭
手
続
の
規
定
が
な
い
が
、
そ
れ
が
拒
否
さ
れ
た

と
は
い
え
な
い
。
実
際
、
裁
判
所
は
口
頭
手
続
を
含
め
た
広
い
自
由
を
も
つ
こ
と
が
了
解
さ
れ
て
い
た
(
な
お
こ
の
会
議
で
は
、
「
紛
争
」

と
「
問
題
」
を
区
別
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
)
。

裁
判
所
規
則
に
お
け
る
基
本
的
方
針
|
|
司
法
的
性
格
の
保
障
|
|
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こ
の
よ
う
に
、
採
択
さ
れ
た
意
見
規
定
は
控
え
目
な
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
こ
こ
に
は
き
わ
め
て
重
要
な
原
則
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
意
見
を
与
え
る
場
合
で
も
、
裁
判
所
は
決
し
て
連
盟
の
単
な
る
リ
l
ガ
ル
・
ア
ド
グ
ァ
イ
ザ
ー
と
し
て
で
は
な
く
、
司
法
機
関
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と
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
討
議
の
経
過
と
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
と
、
い
っ
そ
う
明
ら
か
で
あ

る
。
例
え
ば
、
第
七
三
条
に
関
し
て
、
あ
る
裁
判
官
は
世
界
平
和
の
た
め
に
連
盟
理
事
会
が
秘
密
の
意
見
を
求
め
う
る
こ
と
を
提
案
し

「
司
法
機
関
と
し
て
の
裁
判
所
の
終
需
」
を
意
味
す
る
と
し
て
、

北法22(3・84)424

論

た
。
し
か
し
、
公
に
さ
れ
な
い
意
見
を
与
え
る
こ
と
は
、

た
。
第
七
四
条
に
つ
い
て
も
、
あ
る
裁
判
官
は
、
意
見
を
与
え
た
理
事
会
の
会
期
の
終
了
ま
で
裁
判
所
に
よ
る
意
見
の
公
表
は
控
え
る
べ

き
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
し
か
し
意
見
は
、
理
事
会
に
関
係
な
く
裁
判
所
の
公
開
廷
で
朗
読
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
否
決
さ
れ

た
。
か
か
る
裁
判
所
の
態
度
は
、
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
意
見
の
場
合
で
も
司
法
機
関
と
し
て
行
動
し
、
連
盟
の
「
常
任
リ
l
ガ
ル
・
ア

ド
ヴ
ァ
イ
ザ

l
」
に
な
る
の
を
拒
否
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
)
。
ム
ー
ア
裁
判
官
も
そ
の
年
に
発
表
し
た
論
文
で
、
こ

の
よ
う
な
見
方
を
肯
定
し
て
い
る
。
「
そ
れ
ら
(
規
則
の
意
見
規
定
の
こ
と
・
筆
者
注
)
は
、
意
見
の
手
続
を
で
き
る
限
り
司
法
的
な
手

続
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
勧
告
的
意
見
が
外
交
的
な
意
味
℃
与
え
ら
れ
た
り
、
公
表
さ
れ
ず
に
与
え
ら
れ
た
り
す
る
よ
う

な
推
測
を
一
切
排
除
す
る
も
の
で
あ

μ
」
と
。
織
田
裁
判
官
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
裁
判
所
は
慎
重
に
討
議
を
か
さ
ね
た
末
に
、

否
決
さ
れ

諮
問
事
件
の
審
議
も
、
訴
訟
事
件
の
審
理
と
敢
て
異
な
る
こ
と
な
き
も
の
と
し
、
全
く
同
一
の
手
続
に
依
っ
て
審
議
す
る
こ
と
を
定
め

た
。
そ
れ
は
一
克
来
裁
判
所
の
性
質
上
、
単
純
の
諮
問
機
関
と
し
て
立
つ
こ
と
が
、
裁
判
所
の
地
位
を
危
う
す
る
の
恐
れ
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
連
盟
規
約
第
一
四
条
に
依
る
諮
問
事
件
の
内
容
は
、
要
す
る
に
一
簡
の
紛
争
問
題
で
あ
っ
て
、
単
に
裁
判
所
と
諮
問
者
た
る
理
事
会

又
は
総
会
の
内
部
関
係
と
し
て
解
決
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
見
地
か
ら
出
た
の
で
あ
っ
た
」
と
。

裁
判
所
が
司
法
機
関
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
は
、
意
見
に
司
法
的
性
格
を
保
障
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
裁
判
所
は
内
部
に

お
い
て
は
司
法
的
手
続
で
意
見
を
運
用
す
る
一
方
、
連
盟
に
対
す
る
関
係
で
は
、
決
し
て
総
会
や
理
事
会
の
便
宜
に
か
な
う
意
見
を
与
え

そ
れ
を
拒
否
す
る
自
由
を
も
つ
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
意
見
の
司
法

る
も
の
で
は
な
い
。
司
法
機
能
に
な
じ
ま
な
い
意
見
は
、

的
性
格
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
れ
が
直
ち
に
「
判
決
の
拘
束
的
性
格
と
意
見
の
勧
告
的
性
格
と
の
本
来
的
な
差
を
な
し
崩
す
効
果



ま
た
疑
い
な
く
そ
の
よ
う
に
意
図
さ
れ
た
」
と
み
る
の
は
、
若
干
早
計
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
効
果
の
認
め
ら
れ
る
の
は
、
実
際

に
勧
告
的
意
見
の
意
義
が
実
証
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
規
則
作
成
の
時
点
で
は
、
基
本
的
に
は
な
お
意
見
機
能
が
裁
判
所

の
本
来
的
な
司
法
機
能
に
属
さ
な
い
と
い
う
潜
在
的
理
解
が
く
す
ぶ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

勧
告
的
意
見
に
司
法
的
性
格
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
は
、
ご
く
当
然
の
こ
と
と
し
て
済
ま
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
重
要

な
意
味
を
も
っ
。
そ
の
こ
と
が
意
見
機
能
の
発
展
の
根
本
的
な
基
盤
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
司
法
的
性
格
が
保
障
さ
れ
な
か
っ

を
も
ち
、

た
な
ら
ば
、
勧
告
的
意
見
が
今
日
ま
で
示
し
て
き
た
よ
う
な
、
紛
争
や
問
題
を
解
決
し
、
同
時
に
国
際
法
の
発
展
に
寄
与
し
う
る
価
値
と

)
 

咽
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は
な
は
だ
疑
問
で
あ
ろ
う
。
ド
・
ヴ
ィ
ッ
シ
ェ
は
、
裁
判
所
に
よ
る
司
法
的
性
格
が
若
干
の
煩
雑
さ
を

も
た
ら
し
た
と
し
て
も
、
勧
告
的
意
見
に
真
に
独
自
の
権
威
を
与
え
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
司
法
的
性
格
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

織
田
裁
判
官
が
、
「
裁
判
所
は
そ
の
独
立
の
地
位
を
完
う
す
る
の
精
神
よ
り
し
て
、
そ
の
諮
問
回
答
権
限
を
重
要
視
し
、
裁
判
権
限
と
の

問
に
差
別
な
き
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
今
日
ま
で
の
経
験
に
よ
っ
て
観
れ
ば
、
裁
判
所
の
た
め
に
極
め
て
賀
す
べ
き
予

意
義
を
も
ち
え
た
か
ど
う
か
は
、

国際司法裁判所における勧告的意、見機能の発展

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
も
、
結
局
右
の
よ
う
な
見
方
に
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
ル
ー
ト
や
ム

l
ア
に
抱
か
れ
た
勧
告
的
意
見
に
対
す
る
懐

そ
れ
は
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
何
故
な
ら
、
彼
等
の
懐
疑
と
警
鐘

疑
も
、
こ
の
よ
う
な
全
体
の
経
過
で
捉
え
る
な
ら
、

が
む
し
ろ
勧
告
的
意
見
を
今
日
あ
る
発
展
の
方
向
に
救
う
役
割
を
果
し
て
い
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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一
・
な
お
十
二
の
法
体
系
と
は
、
正
裁
判
官
お
よ
び
予
備
裁
判
官
を
含
め
一
二
名
の
裁
判
官
が
出
席
し
て
い

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
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(
5〉
ス
ロ

l
ン
は
、
一
般
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
勧
告
的
意
見
の
制
度
は
「
さ
げ
す
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
ル

l
卜
や
ム

l
ア
の
消
極
論
、
ぁ

る
い
は
ア
メ
リ
カ
の
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
加
入
の
冷
淡
な
態
度
は
、
こ
の
よ
う
な
見
方
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
l
て
い
る
。
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(1) 

(
日
山
)
』
・
回
・

ζ
g『
ク
吋

}
M
O
O
H
m
g一N
E
C
E
C『
任
命
句
q
g
g
g円
。
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戸
円
円
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F
R
5
2
-
0
5一』
E
C
n
p
。。一
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F
-
m
2・・〈
G
一-
N
N
(
一UMM)w
℃印口∞

〈
げ
〉
織
田
高
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
、
大
正
一
五
年
、
五
六
|
五
七
頁
。

(
開
問
〉
規
則
作
成
会
議
で
は
、
意
見
を
拒
否
し
う
る
か
否
か
問
題
に
な
っ
た
。
特
別
の
規
定
は
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ヶ
1

ス
ご
と
に
判
断
す
べ
き
こ
と

が
了
解
さ
れ
た
。
ま
た
規
約
第
一
四
条
は
拒
否
す
る
権
能
を
裁
判
所
に
留
保
し
て
い
る
と
い
う
意
見
も
表
明
さ
れ
た
。
同
ν・。・

H・』・

ω
E
g
o
-
Z。.

M・
聞
こ
由
一
・
ハ
マ

l
シ
ョ
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
規
則
第
七
四
条
に
採
用
さ
れ
た
ぷ
ミ
邑
i
s
q
8
5
5
=
=
E岳
連
白
、

t
h
e
3
3
と
い
う
表
現
は
、

意
見
を
拒
否
す
る
権
利
を
イ
ン
.
フ
ラ
イ
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
出
ω
B
B
R岳
写

5
・
8
・
a了
間
y

コm-
裁
判
所
が
意
見
を
拒
否
し
う
る
か
否
か
に

つ
い
て
は
、
規
約
第
一
四
条
の
英
文
と
仏
文
の
表
現
が
若
干
異
な
っ
て
い
た
の
で
、
学
説
上
も
意
見
が
相
違
し
た
。
ム
ー
ア
裁
判
官
は
、
規
約
上
裁
判

所
に
意
見
回
答
の
義
務
は
な
い
と
主
張
す
る
。
宮
g
円
ゅ
よ
冨
0
5
0
H
B
E
E
-
。司・

2
・
Hi・の
-H・』・

ω
2
2
P
Z
0・
M・
3
ω
宝
l
ω
∞
印
・
他
方
、
ド

・
ラ
プ
ラ
デ
l
ル
お
よ
び
裁
判
官
ネ
グ
レ
ス
コ
は
、
裁
判
所
に
回
答
義
務
が
あ
る
と
い
う
。
〉
・

ι。
F
8日常一一。

2

0
・
z
a
m巳
E
n
o
w
C司・

2
了

〉
E
C
E日
常
て

F

E
ロ
ニ
σ

早
急

F
E
B
E
E
-
5
2
2
(
一U
N
5
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宅
・
ム
ω
吋llAω
∞
一
口
.
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栄
町
三
E
n
o・
4
・
2
・・

F
E
o
-
-
仏

g
P
E
a
-

5
2叩
勾
ハ
一
∞
ω
?
国

γ
℃
-m
吋
・
な
お
周
知
の
よ
う
に
、
実
際
に
は
一
九
二
三
年
の
東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
で
意
見
が
拒
否
さ
れ
て
い
る
。

ハ
悶
)
「
豆
-CODι
江
口

F
吋

z
z
m同日
0
0『
F
O
K戸
ι
i
m
q
q
o同VE--E
。同門
70Hν
日
目
白
ロ
ぬ
互
の
E
ユ
C[
同ロ円。門
E
g
g
-
T目門戸
OF
〉
'
』
・
円
「

w
〈
C一-

ωN(-uω
∞
γ
同)・〕
1
h
A
0

・

(
叩
)
ム
l
ア
裁
判
官
は
、
本
文
で
示
し
た
よ
う
に
、
採
択
さ
れ
た
規
則
は
で
き
る
限
り
司
法
手
続
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
他

方
、
意
見
を
付
与
す
る
こ
と
自
体
は
「
明
ら
か
に
司
法
機
能

C
邑
E
丘
町

5
2
5る
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
』
・
回
・
富
COB-
。匂・

2
了
。
。
一
-

「
・
同
2
・・

5
7
M
M・同
ymO吋
・
ま
た
、
こ
れ
よ
り
先
、
同
じ
ム
l
ア
裁
判
官
が
裁
判
所
規
則
作
成
会
議
に
提
出
し
た
覚
え
書
の
『
一

0
項
目
の
提
議
』

ー
l
そ
れ
は
勧
告
的
意
見
が
司
法
機
能
に
両
立
し
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
ー
ー
が
、
規
則
作
成
会
議
で
は
「
一
般
的
な
同
意
」

(
8
5
8
R
5
0
5

窓
口
雪
印
一
)
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
問
。
・
円
』
・

ω
3
2

ロ
Z
G・
M
-

唱

-
u
u
・

(
引

)
(
U
Y
-
仏

ぬ

〈
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2
了
列
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2
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0
N白
(

↓

UNU-H)・日
V-E-

(
幻
〉
織
田
高
、
前
掲
書
、
五
七
i
五
八
頁
。
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説

第
二
節

常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
発
展
(
一

)
l
!
判
決
機
能
へ
の
接
近
ー
ー

論

一
九
二
二
年
の
裁
判
所
規
則
で
打
ち
出
さ
れ
た
勧
告
的
意
見
の
司
法
的
取
扱
い
の
原
則
は
、
時
を
お
か
ず
に
広
く
実
践
さ
れ
た
。
審
理

手
続
面
で
は
、
裁
判
所
は
最
初
の
意
見
か
ら
書
面
審
理
だ
け
で
な
く
、
関
係
国
や
国
際
機
関
か
ら
の
口
頭
陳
述
を
聴
取
し
た
。

一
九
二
三

年
の
チ
ュ
ニ
ス
・
モ
ロ
ッ
コ
国
籍
法
事
件
の
書
面
審
理
で
は
、
関
係
国
(
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
)
は
そ
れ
ぞ
れ
同
一
期
限
に

書
」
、
「
答
弁
書
」
を
提
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
は
訴
訟
事
件
の
審
理
手
続
が
広
く
採
用
さ
れ
た
。
ハ
ド
ソ
ン
は
、
初
期
二
年
間

「
用
語
の
完
全
な
意
味
に
お
け
る

EFnu--q
の
性
格
」
が
み
ら
れ
る
と
評
し
て
い
れ
o

「
申
述

改
正
で
は
、

一
九
二
六
年
の
規
則
の

口
頭
陳
述
の
規
定
を
正
式
に
お
い
た
が
(
第
七
三
条
)
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
プ
ラ
グ
テ
ィ
ス
を
成
文
化
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

の
意
見
の
実
践
に
は
、

か
か
る
手
続
上
の
発
展
は
、

そ
の
後
着
実
に
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
の
発
展
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
勧
告
的
意
見
が
判
決
の
機
能
に
深
く
接
近
し

て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
審
理
手
続
面
の
み
で
そ
う
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
意
見
制
度
と
判
決
制
度
を
基
本
的
に
区
別
す

る
占
山
に
お
い
て
、

そ
の
接
近
の
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
国
家
聞
の
現
実
の
「
紛
争
」
に
つ
い
て
意
見
を
与
え
る
場
合
に
は
、
判

決
制
度
と
殆
ん
ど
変
ら
な
い
ほ
ど
に
発
展
的
な
接
近
を
遂
げ
た
。
そ
の
現
象
は
、
裁
判
所
の
管
轄
面
と
構
成
面
の
二
点
に
お
い
て
典
型
的

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
関
係
国
家
の
同
意
が
裁
判
所
の
意
見
権
限
の
基
礎
と
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
関
係
国
の
指
名
に
な
る

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
現
象
は
、
国
家
聞
の
「
紛
争
」
を
取
扱
う
場
合
に
限
ら
れ

R

嗣守、命、

争

h

カ

い
ず
れ
も
本
来
は
訴
訟
事
件
に
お
い
て
の
み
問
題
と
さ
れ
る
事
項
で
あ
る
。
そ
れ
が
勧
告
的
意
見
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
た
と
こ

ろ
に
、
判
決
機
能
へ
の
深
い
接
近
の
傾
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
意
見
制
度
が
国
家
聞
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
広
く
利
用
さ
れ
た

常
設
国
際
司
法
裁
判
所
で
は
、
注
目
さ
れ
る
発
展
現
象
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
以
下
、
右
二
つ
の
問
題
の
実
際
上
の
取
扱
い
を
考
察
す
る

北法22(3・88)428



こ
と
に
よ
っ
て
、
訴
訟
機
能
へ
の
接
近
の
現
象
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

(
1
)

冨・

0
.
Z
E
S
F
〉
L
5
5
q
O立
=
5
5
0『

Z
E
-
-
E
Fロ
L
T
E
E己
C
E一の
2
5・
同
日
〈
-
r
F
f
s一・
ω
吋
(
-
U
N
ω
l
Nム
γ
z
o
o
c
・

(

2

)

こ
れ
は
、
一
九
二
五
年
一
二
月
の
書
記
ハ
マ
l
シ
ョ
ル
ド
の
提
案
に
よ
っ
た
。
書
記
は
こ
の
規
定
以
外
に
も
、
こ
れ
ま
で
突
際
に
意
見
の
審
理
に
適

用
さ
れ
た
訴
訟
事
件
の
規
定
を
詳
細
に
列
挙
し
た
改
正
規
則
案
を
提
案
し
た
。
そ
れ
は
「
現
行
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
成
文
化
し
」
、
か
っ
「
手
続
法
の

欠
歓
を
補
充
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
同
V

・。
-

H

・』・∞一
2
5
0・〉
t
S
E
E
S
2
0・
N

・℃・
ωcω
・
し
か
し
、
裁
判
所
は
自
由
な
手
続
を
保
持
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
列
挙
方
式
に
よ
る
詳
細
な
規
則
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
但
し
、
こ
の
決
定
は
書
記
の
提
案
が
プ
テ
ク
テ
ィ
ス
の
正
確
な
成
文
化
を

示
し
て
い
な
い
と
か
、
裁
判
所
、
が
か
か
る
。
プ
ラ
グ
テ
ィ
ス
の
維
持
に
反
対
す
る
趣
旨
で
は
な
い
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
。

H
r
E
・
3
目
旧
日
目

lMM吋・

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展 (1) 

裁
判
所
の
管
轄
面
に
お
け
る
接
近
|
|
国
家
の
同
意
l

i

国
家
の
同
意
と
東
部
カ
レ
リ
ア
事
件

連
盟
規
約
第
一
四
条
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
に
勧
告
的
意
見
を
求
め
う
る
の
は
連
盟
理
事
会
な
い
し
総
会
で
あ
る
。
そ
し
て
裁
判
所
の
意

見
は
、
そ
れ
を
要
請
し
た
理
事
会
な
い
し
総
会
に
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
勧
告
的
意
見
は
ア
ル
タ
ミ
ラ
裁
判
官
が
強
調
し
た
よ
う

に
、
そ
の
本
来
の
性
質
上
♀
巾

-2円
買
O
匂

5
E
Z
B〉
「
も
つ
ば
ら
裁
判
所
と
理
事
会
な
い
し
総
会
と
の
関
係
」

で
あ
る
。

従
っ
て
、

国
家
が
制
度
上
の
一
機
関
と
し
て
、

そ
こ
に
法
的
な
地
位
を
も
つ
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
家
は
連
盟
加
盟
国
で
あ
る
と
否
と
を
問

わ
ず
、
意
見
制
度
に
お
い
て
は
法
律
上
決
し
て
「
当
事
者
」
(
宮

E
4
た
る
地
位
を
も
た
ず
、
単
に
「
情
報
提
供
者
」
(
百
円

2
2
2
2る

〈

2
)

た
る
地
位
を
も
っ
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
裁
判
所
が
意
見
を
与
え
る
の
に
、
本
来
い
か
な
る
国
の
同
意
も
必
要
で
は
な
い
。

し
か
る
に
、
実
際
に
理
事
会
か
ら
要
請
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
、
関
係
国
の
一
方
が
同
意
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
の
意
見

~t法22(3 ・ 89)429



説

が
拒
否
さ
れ
る
と
い
う
事
例
が
生
じ
た
。
周
知
の
と
お
り
、

(
3〉

東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ソ
ビ
エ
ト
の
紛
争
で
、
東
部
カ
レ
リ
ア
の
自
治
に
関
し
て
ソ
ビ
エ
ト
に
条
約
義
務
の
違
反
が

一
九
二
三
年
の
東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
で
あ
る
。

'!:b，. 

H間

一
九
二
二
年
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
連
盟
理
事
会
に
提
起
さ
れ
た
。
連
盟
の
非
加
盟
国
で
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
は
、

理
事
会
で
の

あ
る
と
し
て
、

審
議
に
反
対
し
た
。
理
事
会
は
一
九
二
二
年
四
月
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
要
請
に
よ
っ
て
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
を
求
め
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
東
部
カ
レ
リ
ア
の
自
治
を
定
め
た
ド
ル
パ

l

ト
平
和
条
約
の
第
一

O
条
、
第
一
一
条
、

お
よ
び
こ
の
条

約
に
付
さ
れ
た
ソ
ビ
エ
ト
の
東
部
カ
レ
リ
ア
の
自
治
に
関
す
る
宣
言
、
が
、

ソ
ビ
エ
ト
に
そ
の
履
行
義
務
を
負
わ
せ
る
国
際
的
性
格
の
取
極

で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ソ
ビ
エ
ト
は
、
本
件
、
が
ソ
ビ
エ
ト
の
国
内
管
轄
事
項
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
加
え
て
、
連
盟
の

多
数
が
ソ
ビ
エ
ト
政
府
を
承
認
し
て
い
な
い
事
実
に
鑑
み
、
連
盟
お
よ
び
裁
判
所
が
本
件
に
公
平
公
臣
官
三
己
)
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ

〈

4
)

な
い
と
し
て
、
裁
判
所
の
審
理
を
拒
否
し
た
。
そ
の
結
果
、
裁
判
所
も
意
見
の
付
与
を
拒
否
し
た
。
そ
の
理
由
の
概
要
は
次
の
二
つ
に
大

別
し
う
る
。

〔
第
一
の
理
由
の
概
要
〕

本
件
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ソ
ビ
エ
ト
の
現
実
の
紛
争
に
関
係
し
て
い
る
。
ソ
ビ
エ
ト
は
連
盟
加
盟
国
で
は
な

ぃ
。
従
っ
て
、
規
約
第
一
七
条
に
よ
れ
ば
、

ソ
ビ
エ
ト
に
よ
る
規
約
上
の
義
務
の
受
諾
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
、
規
約
第
一
二
条
か
ら
一

六
条
の
紛
争
の
解
決
手
続
が
適
用
さ
れ
る
。
白
己
の
同
意
な
し
に
、
国
家
は
い
か
な
る
紛
争
に
つ
い
て
も
調
停
、
仲
裁
裁
判
、
そ
の
他
の

平
和
的
解
決
に
付
託
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
確
立
し
た
国
際
法
の
原
則
で
あ
る
。
連
盟
国
は
、
規
約
の
受
諾
に
よ
り
、

般
的
に
連
盟
に
よ
る
紛
争
の
解
決
に
同
意
し
て
い
る
が
、
ソ
ビ
エ
ト
は
異
な
る
。
ソ
ビ
エ
ト
は
本
件
に
つ
い
て
連
盟
の
干
渉
を
明
瞭
に
拒

否
し
、
裁
判
所
の
意
見
の
要
請
に
同
意
し
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、

、0
1
U
 

こ
の
種
の
紛
争
に
つ
い
て
裁
判
所
は
意
見
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な

〔
第
二
の
理
由
の
概
要
〕

本
件
に
答
え
る
に
は
、
裁
判
所
は
両
当
事
者
の
主
張
を
明
ら
か
に
す
る
証
拠
を
確
か
め
、
必
要
な
証
人
を
確
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保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

ソ
ビ
エ
ト
が
審
理
を
拒
否
し
た
こ
と
は
、
裁
判
所
の
審
理
に
重
大
な
障
害
を
与
え
る
。
従
っ
て
、

本
件
に
つ
い
て
司
法
的
な
決
定
を
下
す
状
況
に
あ
る
か
ど
う
か
き
わ
め
て
疑
問
で
あ
る
。

「
裁
判
所
は
紛
争
を
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、

勧
告
的
意
見
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
上
述
の
考
え
を
本
質
的
に
変
更
す
る
も
の
で
は

な
い
。
裁
判
所
に
求
め
ら
れ
た
問
題
は
抽
象
的
な
法
律
問
題
で
は
な
く

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ソ
ビ
エ
ト
の
紛
争
の
主
要
問
題
に
直
接
関
係

)
 
1
 
(
 

し
て
お
り
、
事
件
の
基
礎
に
あ
る
事
実
を
審
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
う
る
。
こ
の
問
題
に
答
え
る
こ
と
は
、
実
質
的
に
両

当
事
者
の
紛
争
を
決
定
す
る
こ
と
に
同
じ
で
あ
る
。
裁
判
所
は
可
法
裁
判
所
で
あ
る
の
で
、
勧
告
的
意
見
を
与
え
る
と
き
で
も
、
裁
判
所

の
活
動
を
規
律
す
る
基
本
ル

l
ル
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
〈
け
。
」

第
一
の
理
由
は
、
関
係
国
が
非
連
盟
国
で
あ
る
場
合
、
そ
の
国
の
同
意
な
し
に
理
事
会
は
連
盟
規
約
の
紛
争
解
決
手
続
を
と
る
こ
と
が

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展

で
き
ず
、
従
っ
て
、
意
見
を
要
請
す
る
権
能
も
な
い
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
理
由
は
意
見
拒
否
の
根
拠
に
な
ら
な
い
と
す
る
有

力
な
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ド
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
が
理
事
会
の
措
置
を
判
定
し
た
り
、
理
事
会
の
意
見
の
要
請
を
制
約
し
た
り

す
る
権
限
は
何
ら
な
く
、
従
っ
て
、
規
約
第
一
七
条
の
適
用
に
立
入
っ
て
審
査
す
る
の
は
裁
判
所
の
な
す
べ
き
役
割
で
は
な
い
と
い
う
。

つ
ま
り
、
連
盟
の
内
部
問
題
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
理
事
会
自
身
も
同
じ
よ
う
な
見
解
を
と
っ
た
。
理
事
会
は
右
の
裁
判
所
の
意

見
を
「
ノ
ー
ト
す
る
」
と
い
う
、
決
議
を
採
択
し
た
が
、
同
時
に
、
規
約
第
一
七
条
に
つ
い
て
述
べ
た
裁
判
所
の
意
見
が
、
非
連
盟
国
と
の

間
と
の
問
題
に
つ
い
て
勧
告
的
意
見
を
求
め
る
理
事
会
の
自
由
お
よ
び
そ
の
他
の
行
動
を
と
る
自
由
を
制
限
し
な
い
こ
と
を
確
信
す
る
、

ハ
8
v

と
い
う
リ
ポ
ー
ト
を
採
択
し
た
。
こ
れ
は
事
実
上
、
第
一
の
理
由
を
否
定
し
た
こ
と
に
等
し
い
。
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第
二
の
理
由
は
、
連
盟
国
で
あ
る
と
否
と
に
関
係
な
く
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

む
し
ろ
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
件
は

関
係
国
の
協
力
な
し
に
は
意
見
の
審
理
が
困
難
で
あ
り
、

ま
た
本
件
の
よ
う
に
、
問
題
が
二
国
間
の
紛
争
の
主
題
に
直
接
関
係
す
る
と
き

は
、
実
質
的
に
そ
の
紛
争
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
裁
判
所
は
司
法
裁
判
所
と
し
て
の
性
格
か
ら
、

た
と
え
意
見
を
与
え
る
場
合



説

で
も
、

そ
の
基
本
ル

l
ル
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
従
っ
て
、
国
家
の
同
意
な
し
に
意
見
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ

守之斗

fi{ll1 

る
。
か
く
し
て
裁
判
所
は
、
要
請
さ
れ
た
問
題
が
国
家
聞
の
現
実
の
紛
争
に
関
係
す
る
と
き
は
、
そ
の
関
係
国
家
の
同
意
な
し
に
意
見
を

与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
見
解
に
到
達
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
見
解
は
、
し
ば
し
ば
「
東
部
カ
レ
リ
ア
原
則
」

(HZ
官百円広)-巾

え
岳
町
何
白
丘
町
E
n
R巾
E
Eお
U
F
E巾門口

(UR乙
一
印
有
百
三
立
巾
)
と
呼
ば
れ
る
。

本
稿
で
も
、

以
下
便
宜
上
、

」
の
名
称
を
用
い
る
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こ
と
に
す
る
。

東
部
カ
レ
リ
ア
原
則
の
志
義
と
そ
の
適
用
範
囲

東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
の
意
見
が
、
国
家
の
同
意
の
欠
如
を
理
由
に
勧
告
的
意
見
を
拒
否
し
た
こ
と
は
、
本
来
、
国
際
機
関
と
裁
判
所
の

関
係
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
意
見
制
度
に
、
国
家
の
法
的
な
存
在
を
ポ
認
す
る
も
の
と
し
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
意
見

が
、
そ
の
後
の
勧
告
的
意
見
の
実
践
に
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
実
際
、
本
件
以
降
二
一
の
勧
告
的
意
見
が
与
え
ら

の
ち
に
述
べ
る
二
件
を
除
い
て
、
残
り
一
九
件
は
す
べ
て
関
係
国
の
同
意
を
え
て
与
え
ら
れ
、
し
か
も
、
実
質
的
に
国
家
聞
の

紛
争
に
闘
係
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
国
家
の
同
意
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

れ
た
が
、

例
え
ば

一
九
二
八
年
の
ギ
リ
シ
ャ
H

ト
ル
コ
の
協
定
の
解
釈
に
関
す
る
事
件
で
は
、
住
民
交
換
の
た
め
の
混
合
委
員
会
が
裁
判
所
の
意

見
を
求
め
る
よ
う
川
仕
事
会
に
依
頼
し
た
が
、
理
事
会
は
紛
争
当
事
国
の
双
方
に
反
対
が
な
い
か
否
か
を
問
い
合
せ
、
反
対
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
意
見
の
要
請
を
決
定
し
た
。
ま
た
二
、
三
の
場
合
に
、
意
見
の
要
請
の
提
案
が
関
係
国
に
よ
っ
て
反
対
さ
れ
た
と
き
、
理

事
会
は
意
見
の
要
請
を
実
際
に
腔
え
た
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
時
代
に
は
、
国
家
聞
の
紛
争
に
関
係
す
る
意
見
に
つ
い
て
は
、
関
係
国
の
同
意
を
必
要
と
す
る

慣
行
が
成
立
し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
場
合
、
国
家
は
も
は
や
単
な
る
こ

5同
2
自
己

2
1
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ネ
グ

レ
ス
コ
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
国
家
の
同
意
を
必
要
と
す
る
「
紛
争
」
(
告
患
Z
E
)
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
は
、
単
な
る
裁
判
所
と
理
事
会



の
関
係
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
裁
判
所
と
当
事
者
(
司
国
立
お
る
の
関
係
が
成
立
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
関
係
国
家
が
裁
判
所
の
意
見
管

轄
を
基
礎
づ
け
る
法
律
的
存
在
と
し
て
介
入
す
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
結
果
、
裁
判
所
の
意
見
管
轄
は
、
連
盟
の
理
事
会
ハ
総
会
〉
の
要

請
と
国
家
の
同
意
の
一
一
つ
の
行
為
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
国
家
が
こ
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
る
前
提
に
は
、
ネ
グ
レ
ス
コ
裁

「
一
つ
の
実
際
の
訴
訟
」
(
ロ
ロ
司
令

-srrE-mm)
が
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
に
ほ
か

判
官
が
い
う
よ
う
に

)
 
-(
 

裁
判
所
が
、
本
件
に
つ
い
て
意
見
を
与
え
る
こ
と
は
「
実
質
的
に
両
当
事
者
の
紛

争
を
決
定
す
る
こ
と
に
同
じ
で
あ
る
」
と
し
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
も
し
国
家
の
同
意
を
不
要
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
勧
告
的

意
見
の
名
の
下
に
実
は
連
盟
剤
事
会
に
よ
る
一
種
の
義
務
的
裁
判
の
導
入
を
認
め
る
こ
と
に
等
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
勧
告

的
意
見
が
法
的
拘
束
力
を
も
た
な
い
と
い
う
反
論
は
、
意
見
が
実
際
に
も
つ
権
威
と
意
義
を
考
え
れ
ば
、
十
分
な
根
拠
と
は
な
ら
な
い
で

な
ら
な
い
。
東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
の
第
二
の
現
由
で
、

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展

一
九
二
六
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
議
会
の
上
院
は
、
ア
メ
リ
カ
が
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
へ
加
入
す
る
た
め
の
条
件
の
一
つ
と

し
て
、
「
合
衆
国
の
同
意
」
公
宮
内
C
ロお
E

C

同
子
m
C
E
片足

ω
Z
R出
)
な
し
に
、
裁
判
所
は
合
衆
国
が
利
害
を
有
す
る
一
切
の
紛
争
・
問

題
に
つ
い
て
勧
告
的
意
見
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
留
保
付
の
決
議
を
採
択
し
、
こ
れ
が
各
国
に
よ
っ
て
ゑ
認
さ
れ
る
こ
と
を

求
お
。
こ
れ
は
「
留
保
に
よ
っ
て
東
部
カ
レ
リ
ア
原
則
を
い
っ
そ
う
擁
護
し
よ
う
と
す
る
要
栂
」
の
結
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
意
見
制

あ
ろ
う
。

度
が
ア
メ
リ
カ
に
対
し
、
義
務
的
裁
判
の
効
果
を
も
つ
の
を
排
除
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

(
引
)

察
し
う
る
。

上
院
に
お
け
る
討
議
の
経
過
か
ら
も
推

国
家
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
意
見
管
轄
が
訴
訟
事
件
の
裁
判
管
轄
に
近
づ
い
た
こ
と
は
石
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
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こ
の
よ
う
な
接
近
が
両
者
の
管
轄
制
度
の
基
本
的
な
相
違
ま
で
消
滅
さ
せ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
訴
訟
事
件
の
管
轄

権
は
両
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
の
み
基
礎
づ
け
ら
れ
る
が
、
勧
告
的
意
見
の
場
合
に
は
、
連
盟
に
よ
る
意
見
の
要
請
が
前
提
と
な
る
。

従
っ
て
、
連
盟
に
よ
る
意
見
の
要
請
を
第
一
次
的
要
件
と
す
れ
ば
、
国
家
の
同
意
は
第
一
一
次
的
要
件
と
い
え
よ
う
。



説

と
こ
ろ
で
、
国
家
の
同
意
は
す
べ
て
の
勧
告
的
意
見
に
必
要
な
も
の
で
は
な
い
。
東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
で
は
、
求
め
ら
れ
た
意
見
が
国

家
聞
の
紛
争
の
主
題
に
関
係
し
て
い
た
の
で
、

そ
れ
に
答
え
る
こ
と
は
「
実
質
的
に
両
当
事
者
の
紛
争
を
決
定
す
る
こ
と
に
等
し
い
」
と

北法22(3・94)434

ささ'h島
民間

さ
れ
た
。
こ
こ
に
国
家
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
る
前
提
が
あ
る
。
従
っ
て
、
紛
争
の
主
題
に
直
接
触
れ
な
い
問
題
に
は
、
国
家
の
同
意
は

不
要
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
九
二
三
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
籍
の
取
得
に
関
す
る
事
件
(
∞
巾
巳
2
戸

Z
0
・
3
と
一
九
二
五
年
の

ト
ル
コ
と
イ
ラ
ク
の
国
境
事
件

3
巾ユ
2
戸

Z
0・
巴
・
な
お
本
件
は
一
般
に
モ
ス

l
ル
事
件

E
S己
g
お
と
呼
ば
れ
る
。
本
稿
で
も
、

以
下
こ
の
名
称
を
用
い
る
〉
の
二
件
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
国
た
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ト
ル
コ

(
事
件
当
時
ト
ル
コ
は
連
盟
非
加
盟
国
)

の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
見
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
は
、
国
家
の
同
意
を
必
要
と
し
な
い
種
類
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
例
え
ば
、
右
の
モ
ス

l

ル
事
件

l
l本
件
自
体
は
、
ト
ル
コ
と
イ
ラ
ク
の
国
境
を
め
ぐ
る
ト
ル
コ
と
イ
ギ
リ
ス
の
紛
争
で
あ
っ
た
と

こ
の
紛
争
の
主
題
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
理
事
会
の
権
能
・

¥
J
J
 

手
続
に
関
係
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

i
国
境
問
題
を
定
め
た
一
九
二
三
年
の
ロ

l
ザ
ン
ヌ
条
約
第
三
条
二
項
に
よ
っ

f
t、、

1
j
 

て
と
る
理
事
会
の
決
定
の
性
質
は
、
仲
裁
判
決
か
、
勧
告
か
、
そ
れ
と
も
単
純
な
調
停
か
。

ωこ
の
決
定
は
全
員
一
致
を
要
す
る
か
、
そ

れ
と
も
多
数
決
か
。
そ
の
際
当
事
国
は
投
票
権
を
も
つ
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
ト
ル
コ
の
反
対
を
問
題
に
せ
ず
に
意
見

を
与
え
た
。
そ
の
理
由
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
と
異
な
り
、
要
請
さ
れ
た
意
見
が
ト
ル
コ
と
イ
ギ
リ
ス
の
紛
争
の

い
え
る
1
1ー
に
つ
い
て
裁
判
所
に
求
め
ら
れ
た
意
見
は
、

主
題
に
触
れ
ず
に
、
も
っ
ぱ
ら
理
事
会
の
権
能
と
表
決
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
裁
判
所
と
し
て
ト
ル
コ
の
同
意
を
う
る
べ
き
理

〈
お
)

由
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
何
人
か
の
学
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
裁
判
所
書
記
局
も
同
じ
よ
う
に
指
摘
し
て
い

る
。
裁
判
所
が
本
件
の
意
見
を
示
す
に
先
立
っ
て
、

「
裁
判
所
は
厳
格
に
こ
れ
ら
の
問
題
を
審
査
す
る
に
留
ま
り
、

理
事
会
に
付
託
さ
れ
て
い
る
問
題
の
主
題
を
予
断
す
る
も
の
で
は
な
ぱ
」
、

い
か
な
る
意
味
で
も

と
強
調
し
た
の
も
示
唆
的
で
あ
る
。

先
に
言
及
し
た
他
の
一

件
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
籍
の
取
得
事
件
も
、

モ
ス

l
ル
事
件
と
同
様
に
理
解
さ
れ
う
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
事
件
は
、
連
盟
規
約
第
一
四



条

i
l勧
告
的
意
見
は
「
紛
争
ま
た
は
問
題
」
に
つ
い
て
要
請
さ
れ
う
る
と
し
て
い
る

l
lに
い
う
「
紛
争
」

で
は
な
く
、

「
問
題
」
と

一
般
に
連
盟
や
そ
の
他
の
国
際
機
関
の
任
務
や
権
能
に
関
す
る
意
見

理
解
さ
れ
う
る
事
件
で
あ
っ
た
。
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
で
は
、

は
、
「
問
題
」
に
関
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
(
「
紛
争
」
と
「
問
題
」
の
区
別
は
、
次
に
述
べ
る
ア
ド
・
ホ
ヅ
ク
裁
判
官

の
参
加
の
問
題
で
、
い
っ
そ
う
実
際
的
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
)
。

東
部
カ
レ
リ
ア
原
則
は
、
意
見
判
例
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
個
々
の
具
体
的
事
件
へ
の
作
用
の
仕
方
を
正
確
に
促
与
え
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
歴
史
に
お
い
て
、
こ
の
原
則
そ
の
も
の
に
異
論
が
唱
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
国
家
の
同
意
は
意
見
制
度
の
本
来
の
要
件
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
そ
れ
が
問
題
と
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ

)
 
1
 
(
 

に
、
勧
告
的
意
見
の
発
展
に
注
目
さ
れ
る
点
が
あ
る
。
そ
こ
に
判
決
機
能
へ
の
接
近
の
現
象
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

第
二
次
大
戦
後
の
新
し
い
国
際
司
法
裁
判
所
に
お
い
て
、
東
部
カ
レ
リ
ア
原
則
が
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
議
論
が

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展

生
じ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
に
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

(
l
)
H
J
C甘
O
z
-
-
D
L命
Y
A
'

〉
一
宮
ヨ
再
出
伊
一
、
完
宮
正
常
一

PHν
円
む
の
孟

-CB
含
E
-
2
〉
三
ω(UO自
己
s
c
r
.
J
U
N
ω
w
M川
田

門

U
M
〕・

ω
2
F
g
p
〉
〈
位
。
【
戸
内
山
口
ヨ

S
Z
G
・
M・同
yM宏・

(
2〉

(
υ
7
・
ι仰
ぐ
陶
器

n
r
q
-
F
E
k
r
i
ω
〔

U
G
E
E
-
g己
な

ι巾
}

釦

(
U
G
己
H
V
R
E
ω
D
O
D
Z
L巾

]
5
2
u
σ
F
S
S
R
F
E
E
-
P
〉
円
邑
弘
ヨ
再
仏
角
川
口

3
x
r
s
s
m
w江
GE--

列。

2
2一
牛

g
n
D
E
B
-
3
5
0
M町
(
一

U
N
P
同

)-HU・m
m

(

3

)

横
田
喜
三
郎
、
「
国
際
判
例
研
究
i
」
(
昭
和
八
年
)
、
一
一
一
一
一
七
|
二
四
八
頁
。

(
4
〉
旬
。
-
H・』・∞
02虫
回
w
Z
0・
目
・
宅
-
一
M
l
一
品
川
横
田
、
前
掲
書
、
二
四

O
頁。

〈

5
)

同ν
・。
-
H
・』・

ω
2
2

∞-
Z
0・印・

3
・ミ
l
N∞
山
横
田
、
前
掲
書
、
二
回
一

l
二
四
二
頁
。

(

E

)

吋

-
n
-
H
』-
V
2
2
回・

2
0・
印
・
宅
-
N
∞!日
U
U
横
田
、
前
掲
書
、
二
四
二

i
二
回
三
頁
。

〈

7
)
宮
・

0

同
c
ι
S
P
4
z
p
w口
出
回
口

g
片
わ

2
2
0同
日
出
席

5
日

H
5
5
}
]
g
z円
。
・
一
回

ωkf-v・
主
吋
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説

(
8
〉

〉

-HV・
3
月
}
出
口
、
ゴ
耳
目
ι
2
5白
R
z
n
c
cえ
え

H
E
2
5
5
E一
F
E
R
-
一回
ωド
向
者
-
一
目
印
!l-mm-

(
9
)

ロ
-
Z恥間口一命的口
0・戸、

-U〈
C一EFCロ仏巾

Y
F
2門
主
己
円
。
仏
語
〉
ヨ
凶
行
。
5
2
-
s
t
r
ι
伶
-mhoz円
一
守
口
出
ωコ
ヨ
席
《
凶
作
』
E
C
2
F
5
3
p
t
c
E
-
P
〉
E
門】弘同当日仏。

。
3
Z
H口百円
E
Z
D
E一-
m
2
2庄
一
仏
自
の
c
c
a
w
S
E日
山
吋
〈
一
∞
ωm-
国

γ
℃回一旬

(
旧
)
∞
-HNG凶作
=
p
p
c
=
円7
0
2
0ロ
lcmゆ
え

p
o
〉
ι
i
s
q
ゎ
c
E旬。芯ロ
2
0聞
け

70
門口問。
B
E
E
E一
の
由
巳
円
円
。
『
』
己
ω門戸
n
p
∞・

J

へ
円
目
「
・
〈
C一

ω∞

(つ一由包∞
Bω3).-℃》
.ω
山

ω
g
E門芯巾
2
g庁
rダV可.
ζ
『戸.司出】可g吋

(
け
)
円
戸
、

Fζ向
の
cD《舎凶昨円=凶円円与
r7-
、斗H吋，
rr伶吋
Z4ω
旦門
zロ『百
σ
cえ町門号
-7d再σ
〉【仏凶デJ
〈三、ふ
-2臼3c円弓可。同司立》比-ロ己
-cロ思勿

cえ町門吾rσ
阿匂
V
2
E
ω
Eロ旬2ロ
門
の
q
ロ己門
2門
Gえ『

HT=耳
E州
ω忠凶=門
5
口E凶-』旨戸
H
昂
ω叶t戸
円
日
伶
.
〉
』
.
円
戸
咽
〈
申
♀
一
ア• 

ω
M
C
8
8・
匂
・
吋
印
一
な
お
、
東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
以
前
の
四
件
に
つ
い
て
も
、
関
係
国
の
反
対
は
な
か
っ
た
。

(
門
は
)
な
お
、
連
盟
時
代
に
は
、
国
家
の
同
意
は
表
決
手
続
の
而
か
ら
も
問
題
に
さ
れ
た
。
連
盟
で
は
意
見
の
要
請
に
際
し
て
、
理
事
会
な
い
し
総
会
の
表

決
が
全
員
一
致
を
要
す
る
か
、
過
半
数
で
足
り
る
か
最
後
ま
で
議
論
さ
れ
た
。
司
・
。
・
円
』
∞
川
口

g
戸
円
A
C
・
S
-
官・

2
・
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
裁

判
所
の
勧
告
的
意
見
を
求
め
る
提
案
の
山
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る

o
Z
E
e
S
U
E
-
)
B
5
5
ア

2

3
・
主
丁
ム
お
も
し
全
員
一
致
を
要
す
る
と
す
れ

ば
、
「
利
害
関
係
倒
」
は
常
に
討
議
・
表
決
に
参
加
で
主
た
か
ら
、
紛
争
当
時
国
の
同
意
が
常
に
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
実
際
に
は
す
べ
て

全
日
間
貝
一
致
で
意
見
、
か
求
め
ら
れ
た
。

(
日
)
司
・

(
U
H
』・

ω
3
2
∞
-
z
c
一
白
℃
・
一

M
-
ω
2
2
戸

Z
G
印
・
宅
旧
日
∞
l
M
M
U
一
験
問
、
前
掲
書
、
三
七
五
瓦
。

(川内

)

ζ
・
0
・
E
C仏
m
o
p
o司
呂
田

-
E℃
5

5
庁
内
ア
三
七
・
お
∞
・

(
日
)
ロ
・

2払
m
P
M
F
R
P
D℃
円
一
円
J

河
丹
z
a一
待
問

(
v
g
p
g
E
O
印
吋
(
一
回

ω
m
-
E
V
司吋∞・

(
ゆ
〉
裁
判
所
は
、
ミ
の
関
係
閣
を
し
ば
し
ば

d
b
E
g
j
dぬ
2
2
8
P
B
E
a
J
J三
q
g円。
L
E
2
5
=
と
呼
ん
で
お
り
、
そ
の
悶
の
代
表
を
;
〉
常
国
門
事

と
呼
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
な
お
ハ
ド
ソ
ン
は
、
「
要
請
さ
れ
た
意
見
が
た
と
え
紛
争
に
関
係
し
て
い
て
も
、
意
見
制
度
に
は
阿
国
5
2
は
存
在
し
な
い
」

と
い
う
。
見
え
自
ロ
・

8
・
2
f
E勺
E
Z
G
R
ア

ω門
司
会
N・

(
げ

)

U
・
2
L悶己一宮内
0・
C古・

2
7
・
河
内
E
Z一
ι
2
h
c
R
P
S
Eめ
印
吋
(
一
∞
ω
?
自
〕
円
y
吋∞・

(内山

)
ω
目
H
N
2
2
5・
G℃

2
7
∞
-

J

へ
-
H
-
r
咽〈
C一
ω旧
公

8
3
・可

ω・

(
川
口
)
ア
メ
リ
カ
の
加
入
に
際
し
て
、
こ
の
条
件
(
第
五
条
件
)
が
最
も
問
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
一
九
二
六
年
ジ
ュ
ネ

l
ヴ
に
会
合
し
た
裁
判

所
規
程
署
名
国
会
議
は
、
そ
の
最
終
議
定
書
で
、
川
合
衆
国
が
当
事
者
で
あ
る
紛
争
の
場
合
に
は
、
東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
の
判
例
に
よ
っ
て
合
衆
国
の

希
望
一
は
満
さ
れ
る
と
し
(
ア
メ
リ
カ
は
連
関
非
加
盟
国
で
あ
る
の
で
、
東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
の
二
つ
の
理
由
が
全
雨
的
に
妥
当
す
る
)
、
川
合
衆
国
が

そム
日岡
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当
事
者
で
は
な
い
が
利
害
を
も
っ
紛
争
な
い
し
問
題
の
場
合
に
は
、
合
衆
国
は
「
連
盟
理
事
会
な
い
し
総
会
に
代
表
を
も
っ
国
と
平
等
の
地
位
」
を
も

っ
と
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
決
定
に
は
「
不
明
瞭
な
要
素
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
の
決
定
や
裁
判
所
の
規
則
は
い
つ

で
も
変
更
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
し
、
従
っ
て
、
右
の
議
定
書
は
ア
メ
リ
カ
に
「
適
正
な
保
護
」
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
連
盟
理
事

会
は
、
一
九
二
九
年
裁
判
所
規
程
改
正
の
審
議
の
た
め
会
合
し
た
法
律
家
委
員
会
に
ア
メ
リ
カ
の
加
入
問
題
を
審
議
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
八
ケ
条
か

ら
な
る
議
定
書
草
案
が
採
択
さ
れ
、
同
年
九
月
の
裁
判
所
規
程
署
名
国
会
議
で
承
認
さ
れ
た
(
ア
メ
リ
カ
も
署
名
)
。
議
定
書
の
第
五
条
で
は
、
ア
メ
リ

カ
は
、
連
盟
に
よ
る
意
見
の
要
請
に
つ
い
て
す
べ
て
の
通
知
を
受
け
、
意
見
の
交
換
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
、
要
請
さ
れ
た
意
見
が
ア
メ
リ
カ
の
利
害
に

関
係
す
る
と
き
は
、
意
見
の
交
換
の
た
め
裁
判
所
の
審
理
は
中
断
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
反
対
は
他
の
理
事
函
の
反
対
と
同
一
の
効
果
を
も
つ
こ
と
、
に

も
か
か
わ
ら
ず
連
盟
と
ア
メ
リ
カ
の
合
意
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
ア
メ
リ
カ
は
裁
判
所
か
ら
脱
退
し
う
る
こ
と
、
が
定
め
ら
れ
た
。

ζ
・
0
・
出
口
L
E
E
-

-℃
-
n
F
F
・
2
司
自
ロ
C
円。吋
-
R
毛
-
M

一一

lNω
一
・
し
か
し
な
が
ら
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
議
定
書
は
ア
メ
リ
カ
議
会
の
上
院
の
承
認
が
得
ら
れ
ず
、
結

局
、
ア
メ
リ
カ
は
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
当
事
国
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

な
お
、
こ
の
議
定
書
と
同
時
に
改
正
裁
判
所
規
程
が
採
択
さ
れ
(
発
効
は
一
九
一
一
一
六
年
)
、
四
ケ
条
の
勧
告
的
意
見
の
規
定
が
新
た
じ
設
け
ら
れ
た

(
第
四
章
)
。
こ
と
に
、
そ
の
第
六
八
条
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
は
「
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
る
範
囲
内
で
」
訴
訟
事
件
の
規
定
を
準
用
す
べ
き

も
の
と
さ
れ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
従
来
の
プ
ラ
グ
テ
ィ
ス
の
保
持
を
一
般
的
に
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
勧
告
的
意

見
の
よ
り
確
か
な
司
法
的
性
絡
を
求
め
た
ア
メ
リ
カ
の
要
求
を
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
同
》
・
の
-
H
・』・

ω
3
2
戸

Z
0・∞
-
H
Y
∞吋

(
叩

)
ρ
・
当
ユ
同
「
ア
斗
Z
C
E円。
ιω
仲良
g
白
邑
円
宮
中
門
ヨ

3
2円
。

2
3
え
同
ロ
円
。

s
E
G口白一』
E
t
a
-
〉
・
』
・
円

-r-〈
D
一-
M

一(一

U
N
3・℃・ム

(
引
)

H

F

M

仏
・
宅
・

ω
l吋・

(
辺
)
ギ
リ
シ
ャ
H
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
定
事
件
(
一
九
三
二
年
)
で
は
、
求
め
ら
れ
た
第
二
の
点
に
つ
い
て
の
意
見
は
、
第
一
の
点
が
肯
定
さ
れ
た
と
き
と
さ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
審
理
の
途
中
で
、
双
方
の
関
係
国
は
、
第
一
点
が
肯
定
的
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
点
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
意
見

を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
両
関
係
国
の
こ
の
要
求
を
認
め
る
こ
と
は
、
意
見
の
要
請
資
格
を
国
家
に
認
め
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
こ

れ
を
拒
否
し
た
o

H

Y

の
-
H
・』・

ω
3
2
〉
¥
p
z
c・
ぉ
・
同
∞
プ
横
田
喜
三
郎
、
「
国
際
判
例
研
究
日
」
、
二
八

O
l二
八
一
一
良
。

(
お
)
フ
ィ
リ
モ
ア
卿
は
、
東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
と
ト
ル
コ

H
イ
ラ
ク
の
国
境
事
件
を
比
較
し
、
「
自
分
の
意
見
で
は
、
そ
こ
に
矛
盾
(
円

8
5岳円巳
D
D
)

が

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
〉
ロ
ロ
ロ
包
括
舟
て
同
ロ
丘
町
三
《
山
内

PCH仲間口
5
5民自由一・
8
5
ω
ω
ム(一回

N
8・
宅
-
合
∞
|
合
田
・

ト
ル
コ
が
理
事
会
で
意
見
の
要
請
に
「
反
対
投
票
」
を
投
じ
た
こ
と
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
前
後
の
経
過
か
ら
、
ハ
ド
ソ
ン
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も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
反
対
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
さ
れ
る
。
国
主
g
p
斗

Z
F
H
g
E伶
与
の
2
2
え

T
Z
2
2
0
E
-
T
m
t
F
5
2
・
司
・
お
U-

裁
判
所
に
対
し
て
は
、
ト
ル
コ
は
、
本
件
が
「
高
度
に
政
治
的
性
格
」
を
も
ち
、
「
法
解
釈
の
主
題
」
に
な
じ
ま
な
い
と
し
て
、
出
席
を
拒
否
し
た
O

M--
。
・
円
】
・

ω
2
2
∞
-
Z
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ロゼ

γ
ヌ
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
九
年
の
裁
判
所
規
程
の
改
正
で
新
た
に
設
け
ら
れ
た
第
六
八
条
の
規
定
(
適
用
可
能
な
範
囲
で
、
訴
訟
事
件
規
定
を

準
用
す
べ
し
と
す
る
規
定
)
は
、
東
部
カ
レ
リ
ア
原
則
を
一
般
的
命
題
と
し
て
承
認
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
。

ω
-
H
N
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2
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こ
v
E
2
2
0
ご
Z
F
5
2阻
ま
ロ
と
の
DC円グ〈
O}
・
国
(
〕
回
目
印
)
七
-
B
M
・
ネ
グ
レ
ス
コ
裁
判
官
も
ほ
ぼ
同
じ
見
方
に
立
っ
て
い
る

o
u・
2
芯
乙
宮
内
0・
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=̂ 
員同

裁
判
所
の
構
成
面
に
お
け
る
接
近
1

1

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加

i

|

意
見
制
度
と
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官

勧
告
的
意
見
は
、
連
盟
の
理
事
会
な
い
し
総
会
の
要
請
を
受
け
て
、
裁
判
所
が
こ
れ
ら
の
機
関
に
回
答
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

本
来
、
国
家
が
「
当
事
者
」
と
し
て
そ
こ
に
制
度
的
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
、
当
事
者
の
存
在
を
前
提
と
し
、
そ
の
当

事
者
の
自
国
籍
裁
判
官
が
い
な
い
と
き
に
参
加
す
る
い
わ
ゆ
る
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
制
度
(
規
程
第
三
一
条
)
が
、
勧
告
的
意
見
の

制
度
に
本
来
的
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

織
田
裁
判
官
が
い
う
よ
う
に
、

「
規
程
第
三
一
条
は
言
う
ま
で
も
な
く
専
ら
訴
訟
事
件



の
審
理
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
」
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
は
一
九
二
七
年
、

裁
判
所
規
則
を
改
正
し
て
、

意
見
の
提
出
に
際
し
て

も
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加
を
認
め
る
方
針
を
と
っ
た
。
裁
判
所
が
そ
れ
ま
で
維
持
し
て
き
た
態
度
を
変
更
し
て
、
こ
れ
を
認
め
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
勧
告
的
意
見
の
裁
判
機
能
へ
の
接
近
の
傾
向
を
象
徴
的
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
に
関
す
る
規
程
第
三
一
条
は
、
本
来
訴
訟
事
件
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
勧
告
的
意
見
に
お
い

て
も
、

一
定
の
場
合
に
、
本
条
の
適
用
が
ま
っ
た
く
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

一
九
二

O
年
の
法
律
家
諮
問
委
員
会
の
草
案

(1) 

は
、
「
紛
争
」
と
「
問
題
」
に
つ
い
て
異
な
る
意
見
手
続
を
考
え
、
「
紛
争
」
に
つ
い
て
は
判
決
手
続
と
同
様
に
す
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

そ
こ
に
は
実
際
に
当
事
者
が
存
在
し
、
裁
判
所
の
回
答
(
意
見
)
が
実
質
的
に
そ
の
紛
争
の
決
定
に
等
し
い
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
。
従

っ
て
、
「
紛
争
」
の
場
合
に
は
、
第
コ
二
条
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
後
、

連
盟
総
会
で

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展

「
紛
争
」
と
「
問
題
」
を
区
別
す
る
右
委
員
会
の
草
案
は
削
除
さ
れ
、

ま
た
一
九
一
一
二
年
の
裁
判
所
規
則
作
成
会
議
で
も
、
両
者
を
区
別

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加
は
ま
っ
く
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。
織
田
裁
判
官
は
、
規

則
作
成
会
議
の
際
に
は
「
こ
の
問
題
が
全
く
関
却
さ
れ
て
い
た
」
と
さ
れ
る
が
、
む
し
ろ
裁
判
所
は
意
見
制
度
の
本
来
の
た
て
ま
え
か

す
る
方
針
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

ら
、
規
程
第
三
一
条
の
適
用
は
考
慮
の
必
要
が
な
い
と
い
う
一
般
的
な
理
解
に
立
脚
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
裁
判
所

が
具
体
的
活
動
を
開
始
し
た
初
期
の
数
年
間
は
そ
う
い
う
見
解
で
あ
っ
た
。

一
九
二
三
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ド
イ
ツ
系
農
民
に
関
す
る
事
件
で
は
、
実
質
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ド
イ
ツ
の
紛
争
の
形
式
を
と

っ
て
い
た
。
本
件
で
は
、

一
方
の
ド
イ
ツ
に
は
自
国
籍
裁
判
官
が
い
た
が
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ポ

l
ラ
γ
ド
は

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
を
指
名
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
裁
判
所
の
基
本
的
な
態
度
が
本
件
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
〈
目
。

北法22(3・99)439

一
九
二
五
年
の
ギ
リ
シ
ャ
と
ト
ル
コ
の
住
民
交
換
に
関
す
る
事
件
で
、
ト
ル
コ
は
自
国
籍
裁
判
官
合
口
mm
ロ
E
F
O
E
-〉
を
指
名
し
た
旨
を

裁
判
所
に
通
告
し
た
が
、
裁
判
所
は
意
見
手
続
に
規
程
第
三
一
条
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
態
度
を
と
っ
た
。
こ
の
決
定
は
、
「
裁
判
所



説

の
一
貫
し
た
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
尤
も
本
件
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
と
ト
ル
コ
の
双
方
に
裁
判
官
が
い
な
か

〔

8
)

っ
た
こ
と
か
ら
、
不
平
等
の
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
じ
一
九
二
五
年
の
モ
ス

1
ル
事
件
で
は
、
一
方
の
関
係
国
で
あ
る
イ

ギ
リ
ス
に
は
自
国
籍
の
裁
判
官
が
い
た
が
、
他
方
の
ト
ル
コ
に
は
い
な
か
っ
た
た
め
、
不
平
等
の
問
題
が
生
じ
た
。
裁
判
所
は
ト
ル
コ
の

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
を
参
加
さ
せ
る
べ
き
か
杏
か
議
論
し
た
が
、
結
局
こ
れ
ま
で
の
態
度
を
維
持
す
べ
き
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
裁
判
所
が
規
程
第
三
一
条
の
適
用
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
、
ド
・
ラ
プ
ラ
デ
l

ル
と
ネ
グ
レ
ス
コ

論

(
予
備
裁
判
官
)
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
意
見
制
度
に
お
い
て
は
国
家
は
「
当
事
者
」
(
勺
日
己
巾
)
で
は
な
く
、
「
単
な
る
情
報
提
供
者
」
(
印
回
目
立
巾
古
向
。
円
B
え

2
る

に

す

ぎ
な
い
と
い
う
「
ご
く
単
純
な
理
由
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
勺

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加
ー
ー
そ
の
経
緯
と
事
情
|
|

常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
が
、
実
際
に
国
家
聞
の
現
実
の
紛
争
を
解
決
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
え
な
か
っ

た
。
裁
判
所
規
則
の
改
正
を
前
に
、

一
九
二
五
年
に
、

フ
l
パ
l
、
ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
、
パ
イ
ヒ
マ
ン
の
各
裁
判
官
、
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
に

規
程
第
三
一
条
を
意
見
手
続
に
適
用
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
意
見
の
実
体
を
直
視
し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
ら

の
提
案
の
骨
子
は
、
国
家
聞
の
現
実
の
一
紛
争
」
に
つ
い
て
意
見
を
与
え
る
と
き
は
、

実
際
「
当
事
者
」
(
宮
邑
何
回
)
が
存
在
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、

そ
れ
ら
の
当
事
者
の
平
等
を
確
保
す
る
た
め
に
、
規
程
第
三
一
条
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
翌

一
九
二
六
年
六
月
か
ら
聞
か
れ
た
裁
判
所
規
則
改
正
会
議
で
、

」
れ
ら
の
提
案
は
大
い
に
議
論
さ
れ
た
。
提
案
者
の
一
人
で
あ
る
ア
ン
チ

「
い
わ
ゆ
る
訴
訟
事
件
手
続
と
意
見
手
続
と
の
間
に
は
何
ら
差
は

な
く
、
前
者
の
た
め
に
採
用
さ
れ
た
自
国
籍
裁
判
官
の
制
度
が
、
後
者
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と

ロ
ッ
チ
裁
判
官
は

意
見
が
現
実
の
紛
争
に
関
係
し
て
い
る
と
き
は
、

い
う
。
別
の
提
案
者
で
あ
る
フ

l
パ
l
所
長
は
、
当
事
者
の
平
等
の
原
則
は
裁
判
手
続
に
最
も
本
質
的
な
原
別
で
あ
る
の
で
、
も
し
勧
告

的
意
見
の
手
続
が
実
質
的
に
訴
訟
事
件
に
等
し
い
と
き
は
、
第
一
一
二
条
の
適
用
を
排
除
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
こ
の
提
案
は
ム

l

北法22(3・100)440



ア
裁
判
官
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
。
ム
ー
ア
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
は
こ
れ
ま
で
意
図
的
に
勧
告
的
意
見
を
訴
訟
手
続
に
接
近
さ
せ

て
き
た
の
で
あ
り
、
提
案
さ
れ
て
い
る
改
正
案
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
が
こ
れ
ま
で
と
っ
て
き
た
方
向
を
進
む
こ
と
に
す
ぎ
な
い

ま
た
制
度
上
、
国
家
聞
の
紛
争
は
意
見
手
続
の
方
法
で
も
付
託
し
う
る
の
で
あ
り
、

託
方
法
の
い
か
ん
に
よ
り
第
コ
二
条
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
理
由
は
な
い
と
さ
れ
る
。

か
ら
、

そ
れ
を
拒
否
す
べ
き
理
由
は
な
く
、

そ
の
付

こ
れ
ら
の
主
張
に
は
強
い
反
対
論
が
出
さ
れ
た
。
ド
・
プ
ス
タ
マ
ン
テ
裁
判
官
は
、
規
程
第
三
一
条
は
も
っ
ぱ
ら
訴
訟
事
件
に
つ

い
て
の
み
述
べ
て
お
り
、
裁
判
所
の
一
存
で
そ
れ
を
意
見
手
続
に
拡
大
す
る
権
限
は
裁
判
所
に
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
法
律
論
を
述
べ

た。
他
方
、ロ

I
Jア
ル
裁
判
官
も
、
第
二
二
条
は
も
っ
ぱ
ら
訴
訟
事
件
の
規
定
で
あ
る
と
い
う
見
解
か
ら
、
右
の
ド
・
ブ
ス
タ
マ
ン
テ
裁
判
官
の

)
 
-(
 

法
解
釈
に
賛
成
し
、
そ
し
て
、

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
最
少
限
に
留
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

一
般
に
こ
の
種
の
裁
判
官
の
存
在
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
。
プ
ィ
ン
レ
イ
裁
判
官
も
、
気
持
と
し
て
は

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展

ま
た
便
宜
考
慮
の
面
か
ら
も
、

む
し
ろ
第
一
一
二
条
の
適
用
に
賛
成
で
あ
る
が
、
し
か
し
勧
告
的
意
見
に
は
、
こ
の
種
の
裁
判
官
の
存
在
理
由

(
E
F
S口
弘
、
公
門
巾
〉
は
な
い

と
い
う
。
織
田
、
ヴ
ア
イ
ス
の
両
裁
判
官
も
、
こ
れ
ら
の
反
対
論
を
支
持
す
る
見
解
で
あ
っ
た
。
か
く
て
意
見
の
一
致
を
み
る
こ
と
が
で

き
ず
、
表
決
の
結
果
、
第
二
二
条
の
適
用
の
提
案
は
否
決
さ
れ
た
(
賛
成
三
、
反
対
七
三

こ
の
議
論
の
賛
成
論
、
す
な
わ
ち
第
三
一
条
適
用
の
支
持
論
は
、
意
見
制
度
の
実
践
に
お
け
る
現
実
的
な
要
請
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
反
対
論
は
意
見
制
度
の
本
来
の
建
前
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
。
結
局
、
建
前
論
が
支
持
論
を
制
し
た
が
、

し
か
し
、

」
の
勝
利

は
安
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
翌
一
九
二
七
年
の
ダ
ニ
ュ

l
ヴ
河
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
権
能
に
関
す
る
事
件
で
は
、
明
白
な
不
平

等
が
生
じ
問
題
は
再
燃
し
た
。
本
件
は
実
質
的
に
イ
ギ
リ
ス
、

イ
タ
リ
ア
を
一
方
の
当
事
者
と
し
、

フ
ラ
ン
ス
、

ル
ー
マ
ニ
ア
を
他
方
の

当
事
者
と
す
る
国
家
聞
の
紛
争
で
あ
っ
た
。
前
者
の
三
当
事
国
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
籍
を
も
っ
裁
判
官
が
す
べ
て
い
た
が
、

ル
!
マ
ニ

ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
裁
判
官
は
こ
の
明
白
な
不
平
等
を
指
摘
し
、

ア
に
は
い
な
か
っ
た
。

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加
の
提
案
を
再
び
提
起

北法22(3・101)441



説

し
た
。
(
た
だ
実
際
に
は
、
本
件
で
は
正
裁
判
官

C
戸
開
。
巳

Z
E
R
)
の
欠
席
に
よ
り
、
二
名
の
予
備
裁
判
官

C
戸

官

自

宅

-mmEC

集
さ
れ
、

そ
の
う
ち
の
一
人
が
ル
ー
マ
ニ
ア
国
籍
を
有
し
て
い
た
の
で

(
ネ
グ
レ
ス
コ
裁
判
官
)
、
改
め
て
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
加

論

ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
の
動
議
は
直
ち
に
採
り
上
げ
ら
れ
た
。
前
回
と
同
様
、

わ
る
必
要
性
は
結
果
と
し
て
な
か
っ
た
。
)

賛
成
論
、

反
対
論
が

出
さ
れ
た
が
、
結
局
フ
イ
ン
レ
イ
裁
判
官
の
提
案
に
よ
り
、

こ
の
問
題
の
全
般
、
こ
と
に
第
三
一
条
の
適
用
の
合
法
性
(
日
晶
即
日

5
心
に
つ

ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
の
三
裁
判
官
が
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。

い
て
調
査
す
る
委
員
会
の
設
置
が
決
定
さ
れ
、

ロ

I
Jア
ル
、

ム
ー
ア
、

委
員
会
の
報
告
書
は
直
ち
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
報
告
書
に
よ
れ

ば
、
訴
訟
に
お
い
て
「
平
等
」

(
2
5
E
V
U
は
本
質
的
で
あ
り
、

一
般
に
そ
れ
は
除
斥
(
島

Z
E
-
-
P巳
5
ロ〉

な
い
し
は
当
事
者
の
対
等

(
虫
、
巾
口
同
。
。
巳
口
問
)

を
保
障
す
る
こ
と
の
い
ず
れ
か
で
確
保
さ
れ
る
が
、
規
程
は
後
者
を
採
用
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
規
程
第
二
五
条

に
よ
り
、
勧
告
的
意
見
を
与
え
る
裁
判
所
は
訴
訟
事
件
を
審
理
す
る
裁
判
所
と
同
一
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
従
っ
て
、
意
見
手
続

に
相
争
う
当
事
者
が
い
る
と
き
は
、
そ
の
構
成
は
訴
訟
事
件
を
取
扱
う
裁
判
所
の
場
合
と
同
じ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
よ
っ
て
、

に
自
国
籍
裁
判
官
が
い
る
と
き
、
他
方
に
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加
の
権
利
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
規
程
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
に

な
る
と
い
一
別
委
員
会
が
こ
の
よ
う
な
結
論
に
い
た
っ
た
背
景
に
は
、
意
見
機
能
が
そ
の
実
質
に
お
い
て
、
判
決
機
能
に
殆
ん
ど
異
な
ら

な
い
と
い
う
基
本
的
な
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
右
の
報
告
書
が
そ
の
点
を
明
瞭
に
認
め
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

の
は
き
わ
め
て
注
目
さ
れ
る
。

「
規
程
は
勧
告
的
意
見
に
つ
い
て
何
も
定
め
ず
、
す
べ
て
裁
判
所
の
手
続
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
委
ね

た
。
こ
の
意
見
権
限
を
行
使
す
る
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
意
図
的
に
こ
れ
を
訴
訟
手
続
に
接
近
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
結
果
は
十
分
に
正
当

な
も
の
で
あ
っ
た
。
裁
判
所
が
司
法
裁
判
所
と
し
て
今
日
享
受
し
て
い
る
威
信
は
、
そ
の
勧
告
的
意
見
の
業
績
と
そ
れ
を
取
扱
う
う
え
に

お
い
て
と
っ
た
司
法
的
方
法

に
よ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
実
際
、
事
実
と
の
紛
争
当
事
者
が
存
在
す
る
場
合

(
」
戸
門
比
門
広
戸
当
ぷ
、
)

に
は
、
訴
訟
事
件
と
勧
告
的
意
見
の
相
違
は
単
に
名
目
的
守
口
]
可
ロ
C
S
E
E
-〉
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
主
た
る
相
違
は
事
件
の
付
託
さ
れ

カl

招

北法22(3・102)442
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る
方
法
に
あ
る
が
、
こ
の
相
違
す
ら
も
チ
ュ
ニ
ス
・
モ
ロ
ッ
コ
国
籍
法
事
件
(
一
九
二
三
年
〉
に
お
け
る
場
合
の
よ
う
に
、
実
際
に
は
消

滅
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
従
っ
て
、
勧
告
的
意
見
が
拘
束
力
を
も
た
な
い
と
い
う
見
解
も
、
実
際
に
そ
う
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、

な
も
の
で
あ
る
」
と
。
委
員
会
が
第
三
一
条
の
適
用
を
勧
告
し
た
の
は
、
純
粋
な
法
律
論
か
ら
と
い
う

む
し
ろ
理
論
的
公

Z
2
2
-
g
c

よ
り
も
、

こ
の
よ
う
な
意
見
機
能
の
実
体
の
評
価
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
え
る
。

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加
を
す
す
め
る
右
の
報
告
書
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
(
ア
ル
タ
ミ
ラ
と
ド
・
プ
ス
タ
マ
ン
テ

(1) 

ア
ル
タ
ミ
ラ
裁
判
官
は
、
訴
訟
機
能
へ
の
接
近
公

3
2
-
2
5る
と
い
う
基
本
的
方
向
に
反
対
す

か
く
て
ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
裁
判
官
の
提
案
は
、
裁
判
所
規
則
第
七
一
条
二
項
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
追
加
規
定
さ
れ

た
。
「
二
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
国
も
し
く
は
国
際
連
盟
の
加
盟
国
間
に
現
存
す
る
紛
争

(
2
5
E
m
全
岳
民
巾
)
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
規
程
第
三
一
条
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
疑
義
あ
る
と
き
は
、
裁
判
所
が
こ
れ
を
決
定
す
る
o
」
こ
の
条
文
か
ら
も
明
ら
か

の
よ
う
に
、
第
一
一
一
一
条
の
適
用
さ
れ
る
の
は
「
紛
争
」
の
場
合
で
あ
り
、
「
問
題
」
の
場
合
に
は
適
用
さ
れ
た
ぽ
。
従
っ
て
、
「
紛
争
」
と

「
問
題
」
の
区
別
は
実
際
的
な
意
義
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
同
年
の
ダ
ニ
ュ

l
ヴ
河
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
事
件

の
両
裁
判
官
は
反
対
し
た
。
こ
と
に
、

る
も
の
で
あ
っ
た
三

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展

で
は
、
結
果
的
に
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加
は
不
要
と
な
っ
た
が
、

ハお〕

ら
れ
た
ケ

l
ス
は
少
な
く
な
い
。

そ
の
後
の
勧
告
的
意
見
の
審
理
に
、
規
程
第
三
一
条
の
適
用
せ

〈

1
)

織
田
真
、
「
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
職
能
に
関
す
る
一
一
一
一
一
の
考
察
」
、
国
際
法
外
交
雑
誌
(
第
三

O
巻
第
六
号
〉
、
一
九
|
二

O
頁
。
他
方
、
大
沢

章
教
授
は
、
「
裁
判
所
規
程
第
三
十
-
条
は
、
裁
判
所
の
構
成
に
関
す
る
規
定
な
る
が
故
に
、
論
理
的
に
は
裁
判
所
の
権
限
の
全
部
、
即
ち
裁
判
手
続

及
び
意
見
提
出
手
続
の
双
方
に
関
係
あ
る
も
の
と
解
す
る
を
要
す
べ
き
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、
裁
判
所
の
発
足
当
初
は
明
ら
か
に
少
数

説
で
あ
っ
た
。
大
沢
章
、
「
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
意
見
の
法
律
的
性
質
(
二
完
)
」
、
国
際
法
外
交
雑
誌
(
第
三

O
巻
第
二
号
〉
、
三
三
頁
。

(
2
〉
ド
・
ラ
プ
ラ
デ
1
ル
の
起
草
に
な
る
法
律
家
諮
問
委
員
会
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
現
実
に
発
生
し
た
紛
争
が
問
題

北法22(3・103)443



説

と
な
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
訴
訟
事
件
が
実
際
に
提
起
さ
れ
た
の
と
同
じ
方
法
で
決
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
国
の
要
請
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
国
籍
裁
判
官
が
裁
判
附
に
つ
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
」
と
。
旬
。
・
同
-
H
-
F
O
B
m
lぐ
司
g
z
c
h
円Z
H
4
9
0
2全口問的

oh
門

70
〉
《
主
的
o
q

n
o
B
B
H
F
5
0
0『
』

CHBZW
同

ν
・〕
1
2
・

(
3
)
織
田
首
曲
、
前
掲
論
文
、
一
九
l
ニO
頁。

〈

4
〉
ハ
ト
ソ
ン
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
先
例
は
疑
い
な
く
踏
襲
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
勧
告
的
意
見
の
影
響
を
受
け
る

国
は
、
規
程
第
三
一
条
の
用
語
の
意
味
に
お
け
る
ん
γ

当
事
者
ψ

(

宮

3
、
)
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
。

ζ
・
0
・
民
主
S
P
〉
《
笠
宮
ミ

O
宮
巳
C
E
C『

Z
ω
C
D
E一
g
ι
T
Z
Eけ
FOE-
の
E
『
同

ω祖
国
民
〈
・
「
閉
山
ゆ
く
よ
〈
G一・

ω吋

(-UNωiNさ
・
司
-UU吋
(

『

0
2
1
5
5
二一〉・

(
5
)
H
V・
。
-
H・』・

ω耳
目
的
。
-
z
o
-
-
-
E一
・
ア
古
川
ω∞-

(
6
)
り
の
-
H
』・

ω
q
F
B
戸

Z
0・
ω・司
-MMω

・
〉
-LmFmw司自
ι己一
σ
2
0・
Z
L加広一
E
n
c・閉山由司℃
C
3
2円
F
E
E見
守
口
ι
5
5
仏
g
〉
三
ω(い
o
g
c
r
E
M
F

常
一
印
。
CC『

M
v
q
g
g
g芯
舟

]
5
2
2
H口
百
B
C
O
E
r
-
-
E
H
g一何百円

2
一町民間百円円品。司
CME4〈
O
B
ι
5
二口円。
g
m
C
O
E
-
-
〉ロロロ巳円。

ι土
、
同
日
巳
Z
F

《凶作

U
E
仲間口市町
E
E
E
}
W
吉
田

ωω
品(一

UM∞〉
w
司
品
川
印
・
な
お
こ
の
決
定
は
、
裁
判
所
が
閉
廷
中
で
な
か
っ
た
の
で
、
裁
判
所
長
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た

が
、
裁
判
所
長
フ
l
パ
l
個
人
は
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
第
三
一
条
の
適
用
の
支
持
者
で
あ
っ
た
。

(

7

)

句
。
・
円
・
』
・

ω
2
2
F
Z
0・
ω・
目
当
日
N
ω
l
N
2・

(
B〉
本
件
よ
り
以
前
に
、
す
で
に
チ
ユ
ニ
ス
・
モ
ロ
ツ
コ
国
籍
法
事
件
お
よ
び
東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
、
か
、
国
家
聞
の
紛
争
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
裁
判

所
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
双
方
の
関
係
国
に
自
国
籍
の
裁
判
官
が
い
た
こ
と
か
ら
、
ま
た
後

者
は
双
方
と
も
裁
判
官
が
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
と
く
に
不
平
等
の
問
題
が
生
じ
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
問
題
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

(
9
)
句
・
。
・
円
』
・

ω
0
2
2
戸

2
0
ω
・日
MMMム
U

〉・

ι
σ
F
3
3品。一
-
0
2
0・
Z
臥
阻
戸

H
F
R
o
-
C同
y
i
f
E司
自
口
O花
田
・
匂
・
ム
日
目

(
叩
)
〉
・
《
]
巾
「
ω同
VEハ凶作}一
0
2
ロ
-
X品問己
2
8・
C間以
-
n
C
J
E司
E
ロ
GH巾
デ
匂
-hpN印・

(
刊
)
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
句
。
・
円
』
・

ω
3
2
ロ
〉
庄
内
ロ
E
B
S
Z
G
N
L】
ヲ
ロ
ω
l
N
E
w
甘

-N町
ア
℃
-Nミ
参
照
。

(
口
〉
句
。
-
H
』
.ωσ

ュg
p
〉仏仏
g
Lロ
B
S
Z
G・
M・
聞
こ
∞
印

(
門

3
F
E
w
甘

-
8・

(

け

門

)

同

r
E
J
℃

}
8
.
3口

(
は
は

)
F
E
・匂・呂田・

モf込
長岡
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)
 
1
 
(
 

(
ぱ
山

)
F
E
・

3
・
石
田
!
一
句

(行〉

HEL--
℃-一回口・

〈日

V
H
Z
ι
・甘-一回
ω・
賛
成
は
ア

γ
チ
ロ
ヅ
チ
、
ム
l
ァ
、
フ

1
パ

1
、
反
対
は
ロ
l
テ
ル
、
ヴ
ア
イ
ス
、
ブ
ィ
ン
レ
イ
、
ニ
ホ
ル
ム
、
ド
・
ブ
ス
タ
マ
ン

テ
、
織
田
、
ベ
ソ
ア
の
各
裁
判
官
で
あ
る
。
第
一
一
一
一
条
適
用
の
提
案
者
の
一
人
で
あ
る
ヴ
ア
イ
ヒ
マ
ン
裁
判
官
は
欠
席
。
ア
ル
タ
ミ
ラ
裁
判
官
は
、
勧

告
的
意
見
は
い
わ
ゆ
る
裁
判
所
の
司
法
機
能
と
は
ま
っ
た
く
民
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
(
従
っ
て
、
第
一
一
一
一
条
の
適
用
も
問
題
外
と
い
う

考
え
)
、
表
決
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
。

(
川
は

)
H
Y
り
円
』
・

ω
3
2
戸

Z
C
官官

λ
M
l日
目
。
げ
ム
弘
四
c
f
n
p
r
d〕〈
c
r
c
oロ
舟

-
p
p
o
n
E
5
5
仏
虫
〉
〈
百

(
U
S
E
-
E
F
L
m
g
(リ
CC『

H
d
B
g
g
z
p
γ
5
8
F
E
E門F
o
g
-
P
F
2
2
-
L
g
の
E
F
S
S日
印
吋
(
一
回
ω
?
国)・

3
・Mム
l
M印・

(
加
)
句
。
・
円
』
・

ω
3
2
同w
e
Z
0・
P

喜
-
a
l
a
-
こ
の
時
点
ま
で
の
三
人
の
裁
判
官
の
主
張
は
、
ロ

l
デ
ル
は
反
対
派
、
ム

l
ァ
、
ア
ン
チ
ロ
ッ
チ

は
賛
成
派
で
あ
る
。

(
引
〉
同
ν
・
の
・
『
・
』
・

ω
2
2
戸

Z
0・
P
宅・

3
ー
コ
'

(
泣

)
F
E
-
司
吋
?

(
お
)
「
問
題
」
の
場
合
に
は
、
関
係
国
は
ぜ
ω
5
2
3
た
る
地
位
が
認
め
ら
れ
ず
、
な
お

J
え
9
5
2
2
2
3
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。
〉
・
含
仁
官
B
号一一向

2
0・
Z
弘間三
2
8・。司
-
n
w
f
〉
ロ
ロ
口
三
百
含
て
円
ロ
ω
Z
Z円

L
m
O
E
H円

F
R
E
ω
E
C
E
-
-
E
E
U
2
(
一
U
N
5
・同】ムミ・

(
叫
)
例
え
ば
、
一
九
三
五
年
の
「
ダ
ン
チ
ツ
ヒ
法
令
の
憲
法
違
反
の
事
件
」
で
、
タ
ン
チ
ッ
ヒ
自
由
市
は
自
国
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加
を
要
求

し
た
と
こ
ろ
、
裁
判
所
は
、
本
件
は
い
わ
ゆ
る
「
現
存
の
紛
争
」
で
は
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
司
-
n
-
H
』・

ω
3
2
〉
¥
∞
-
z
o・
g
-

宅・

2
lコ
・
紛
争
と
問
題
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
一
九
二

O
年
の
法
律
家
諮
問
委
員
会
の
ド
・
ラ
プ
ラ
デ
l
ル
の
説
明
で
は
ベ
紛
争
」
(
会
{
宗
月
三
)

は
「
現
実
の
抗
争
」
(
戸
5
8
Z
F叶

ω
2
5一
)
で
あ
り
、
「
問
題
」
(
℃
E
ロ
門
)
は
「
理
論
的
問
題
」

(
E
m
官
自
己

g

p
品
ロ
コ
モ
乙
で
あ
る
と
し
た
。
吋
・

(U・

円

?
-
v
B口市
ωi〈
q
g
r
E
C
h
汁

Z
句
5
0
0
a
E四
ωC{
円

Z
〉
ι
2
5
q
(
U
0
5
3
2
2
0『
』
日
Eg-
℃
・
印
∞
品
・
}
九
二
八
年
の
困
際
法
学
会
に
お
け
る
ド
・

ラ
プ
ラ
デ
ー
ん
と
ネ
グ
レ
ス
コ
(
予
備
裁
判
官
)
の
共
同
報
告
に
よ
れ
ば
、
紛
争
と
問
題
の
区
別
の
基
準
は
、
提
出
さ
れ
た
問
題
が
具
体
的
か
抽
象
的

か
で
は
な
く
、
一
定
の
事
実
ま
た
は
法
律
を
め
ぐ
っ
て
凶
家
間
に

J
Dロ布団
gZE--
が
あ
る
か
な
レ
か
に
よ
る
と
い
う
O

K

F

ロ
ロ
ロ
己
目
門
凶
作
て

F
2
E叶

?
U
E
=
F
百
E
E
C
E
r
g
E
P
2
(
一
UMgu
℃
お
一
一
九
二
九
年
の
裁
判
所
規
制
収
改
正
の
法
律
家
委
員
会
は
、
両
者
を
そ
れ
ぞ
れ

J
L
2
5
3‘

告
E
C
5
5
2
=
R
D
Z
c
c
m
S
2
R
a
-
-
唱
ぷ
乱
2
5
q
o司吉田
G
ロ
ニ
コ
ロ
S
A
B
R
E
M
C
C
m
B
2門
町
臼
ョ
と
呼
ん
だ
。
実
際
に
は
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
裁
判
所
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説

が
判
断
す
る
ほ
か
は
な
い
。
一
九
三
五
年
の
裁
判
所
規
則
改
正
会
議
で
、
紛
争
と
問
題
の
区
別
を
い
か
に
規
則
に
定
め
る
べ
き
か
問
題
に
な
っ
た
が
、

結
局
、
両
者
の
手
続
を
区
別
す
る
規
定
を
お
か
ず
に
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
裁
判
所
が
適
用
す
べ
き
手
続
を
決
定
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
司

-n-H・』・

ω
3
2
p
z
c
ド
(
丘
〉
監
-
Y
Z
8
・
3
さ∞
i
士
山
・
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
実
際
で
は
、
一
般
に
「
紛
争
」
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
は
、
国

家
間
に
現
実
に
発
生
し
た
利
益
の
衝
突
を
対
象
と
し
、
「
問
題
」
は
主
と
し
て
、
連
閣
総
会
や
理
一
事
会
あ
る
い
は
国
際
労
働
機
関
な
ど
の
国
際
機
関
の

任
務
・
権
限
に
関
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
。
・

Z
品
開
三

2
8唱。勺
-
Q
了
間
N
R
E』}《山由。
c
c
H
F
S
B
ぬ印
1
2
u
ω
m
-
戸
)
w
B
L
o
I吋一

(
お
)
一
方
の
関
係
国
に
自
函
籍
の
裁
判
官
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
あ
る
い
は
双
方
と
も
自
国
籍
裁
判
官
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
規
程
第
一
一
一
一
条
の
適
用
さ

れ
た
意
見
の
ケ
ー
ス
は
次
の
と
お
り
。
け
ω
3
2
F
Z
O目
戸
件
ω
3
2
回、

Z
0・
一
ア
伺
ω
2
2
〉
¥
戸

Z
0・
P
岡
ω
3
2
〉
¥
F
2
0・
ぉ
・
同

ω
2
2
〉¥切
w
Z
C
A品
同
ω
2
2
〉¥∞・

2
0・
合
・
な
お
、
第
三
一
条
の
適
用
の
権
利
が
問
当
事
国
に
認
め
ら
れ
な
が
ら
(
裁
判
所
に
よ
っ
て
円
こ

の
権
利
を
放
棄
し
た
ケ
l
ス
と
し
て
、
伊
『
F
E
U
-
Z
0・
5
(
3・吋
1
1
5
・
ま
た
、
第
=
二
条
の
適
用
さ
れ
る
性
質
の
事
件
で
は
な
い
と
し
て
、
裁
判

所
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、

ω
3
2
〉¥∞
-
Z
0・
2
ハ宅
-giコ
)
・
ま
た
利
害
関
係
を
同
じ
く
す
る
他
の
当
事
者
の
国
籍
裁
判
官
が

い
る
と
し
て
、
第
二
二
条
の
適
用
が
拒
否
さ
れ
た
ケ
l
ス
と
し
て
、

ω自
由
〉
¥
∞
・

2
0・
A

一
(
毛
・
印
印
匂
)
・

--::t~ 
iiHU 

判

決

機

能

へ

の

接

近

に

対

す

る

若

干

の

批

判

東
部
カ
レ
リ
ア
原
則
と
い
い
、

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加
と
い
い
、
そ
れ
自
体
は
一
つ
の
法
現
象
に
す
ぎ
な
い
が
、

か
か
る
現
象

を
通
し
て
意
見
制
度
が
深
く
判
決
制
度
に
接
近
し
て
い
っ
た
こ
と
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ハ
マ

i
シ
ョ
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
本
来
は
訴

訟
事
件
に
の
み
適
用
さ
れ
る
べ
き
規
定
で
実
際
に
勧
告
的
意
見
に
も
適
用
さ
れ
た
も
の
が
、
規
程
で
)
五
ケ
条
、
規
則
で
二

O
ケ
条
を
下

は
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
。
実
際
、

だ
ら
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
も
、
二
つ
の
機
能
の
「
癌
接
な
接
近
」
合
同

5
5
5印百ニ
2
0ロ〉

よ
う
な
発
展
傾
向
は
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
意
見
制
度
の
最
も
基
本
的
な
発
展
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
意
見

円

2
v

に
よ
り
近
い
と
い
わ
れ
た
の
も
、
こ
の
よ

が
国
内
の
勧
告
的
意
見
よ
り
は
、

(牛耳
E
5
5
4
」

E
m
g
m
E
)

む
し
ろ
園
内
の
宣
言
的
判
決
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う
な
発
展
の
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
意
見
制
度
の
か
か
る
発
展
に
は
、
裁
判
官
の
な
か
に
も
ま
っ
た
く
異
論
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

ア
ル
タ
ミ
ラ
裁
判
官

一
九
二
三
年
、
早
く
も
判
決
機
能
へ
の
接
近
の
発
展
に
異
議
を
唱
え
、
勧
告
的
意
見
と
判
決
機
能
と
の
聞
に
明
瞭
な
境
界
を
設
け
る

こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
の
基
本
は
、
勧
告
的
意
見
を
純
粋
に
連
盟
と
裁
判
所
の
関
係
と
し
て
捉
え
、
従
っ
て
、
国
家
は
裁
判
所
の
必
要
に
応

t主じ
て
単
に
資
料
・
情
報
を
提
供
す
る
存
在
に
す
ぎ
ず
(
国
家
や
国
際
機
関
に
対
し
資
料
の
提
出
を
要
求
し
、

ま
た
受
け
取
る
の
は
裁
判
所

の
自
由
で
あ
り
、

ま
た
一
方
の
国
家
の
提
出
す
る
資
料
は
他
方
の
関
係
国
に
伝
え
ら
れ
る
必
要
は
な
い
)
、

ま
た
パ¥

ヰ開
すハの

る立口
》頭

審
理
も
不

一
安
で
あ
り
〈
但
し
、
非
公
開
の
口
頭
陳
述
は
可
)
、
裁
判
所
の
意
見
は
理
事
会
な
い
し
総
会
に
の
み
伝
え
ら
れ
る
、

こ
の
提
案

)
 
1
 
(
 

の
ね
ら
い
は
、
判
決
制
度
と
は
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
た
意
見
制
度
の
独
自
な
機
能
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

国際司法裁判所における勧告的意見機能の発展

一
九
二
二
年
の
裁
判
所
規
則
作
成
会
議
で
打
ち
出
さ
れ
た
意
見
制
度
の
司
法
的
運
用
の
原
則
と
は
、
ま
っ
た
く
逆
の

方
向
へ
向
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
提
案
者
自
身
、
こ
の
提
案
が
「
き
わ
め
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
」
(
守
中
国

E
島

S
Fる
で
あ
る
と
考
え
な
い
わ
け

(
4
)
 

か
つ
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
と
い
う
。
ア
ル
タ
ミ
ラ
裁
判
官
が
、
東
部
カ
レ
リ
ア
事

し
、
そ
れ
は
結
局
、

で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
が
意
見
制
度
の
望
ま
し
く
、

件
で
多
数
意
見
に
反
対
し
、

ま
た
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加
に
も
終
始
反
対
し
た
の
は
、

」
の
よ
う
な
基
本
的
見
解
に
立
脚
し
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
提
案
が
実
際
の
発
展
の
流
れ
に
抗
し
え
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ム
ー
ア
裁
判
官
は
直
ち
に
反
論
を
提

出
し
、
ア
ル
タ
ミ
ラ
提
案
が
意
見
機
能
か
ら
司
法
的
性
格
を
奪
う
も
の
で
、
結
局
は
裁
判
所
を
不
幸
な
結
果
に
導
び
く
こ
と
に
な
る
と
警

告
し
た
。

訴
訟
機
能
へ
の
接
近
と
い
う
基
本
的
方
針
に
反
対
す
る
ア
ル
タ
ミ
ラ
裁
判
官
の
主
張
は
、

と
こ
ろ
で
、

ご
く
少
数
の
立
場
で
あ
っ
た

(
ド
・
ブ
ス
タ
マ
ン
テ
裁
判
官
が
東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
の
多
数
意
見
に
反
対
し
、

ま
た
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
の
参
加
に
も
最
後
ま
で
反

ア
ル
タ
ミ
ラ
裁
判
官
と
基
本
的
に
同
じ
考
え
方
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
)
。

対
の
立
場
を
と
っ
た
の
は
、

一
般
に
は
、

訴
訟
機

し
カミ

北法22(3・107)447



説

能
へ
の
按
近
の
発
展
は
勧
告
的
意
見
の
価
値
を
高
め
る
も
の
と
し
て
、
裁
判
所
の
内
外
を
問
わ
ず
、
適
切
な
も
の
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
。

先
に
示
し
た
一
九
二
七
年
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
官
に
関
す
る
一
二
裁
判
官
の
報
告
書
で
も
、
勧
告
的
意
見
を
判
決
機
能
に
接
近
さ
せ
て
き

(
6
)
 

十
分
に
正
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
評
価
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
一
九
二
九
年
の
裁
判
所
規
程
の
改
正
で
新
た
に
設
け
ら

ささ之為

日間

た
結
果
は
、

れ
た
第
六
八
条
は
、
立
見
機
能
の
遂
行
に
お
い
て
裁
判
所
は

「
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
る
範
囲
内
で
」
、

訴
訟
事
件
に
適
用
さ

れ
る
諸
規
定
を
適
用
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
意
見
を
訴
訟
機
能
に
接
近
さ
せ
て
き
た
「
裁
判
所
の
一
貫
し
た
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

を
承
認
す
る
」
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
争
い
の
余
地
が
な
い
。
つ
ま
り
、
勧
告
的
意
見
の
基
本
的
な
発
展
方
向
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。こ
の
よ
う
な
発
展
が
進
み
過
ぎ
る
こ
と
に
は
、
基
本
的
に
は
こ
の
発
展
を
支
持
す
る
学
者
の
中
に
も
、
若
干
の
異
論
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
過
度
の
訴
訟
機
能
へ
の
接
近
に
よ
っ
て
、
勧
告
的
意
見
の
も
つ
本
来
の
特
徴
の
消
滅
を
お
そ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

R-£】
、

ナ
J
J
j

ハ
ド
ソ
ン
は
、
「
接
近
の
政
策
〈

5
0
℃
♀

5
、
。
町
山
岳
自
己
主
。
ロ
)
は
疑
い
な
く
健
全
で
あ
る
」
と
一
評
価
し
な
が
ら
も
、
次
の
よ
う
に
指
摘

す
る
。
「
た
だ
こ
の
政
策
は
容
易
に
行
き
過
ぎ
や
す
い
。

裁
判
所
に
お
い
て
と
ら
れ
る
そ
の
審
理
手
続
の
故
に
、

勧
告
的
意
見
が
義
務
的

性
格
を
も
っ
に
い
た
る
か
ら
、
あ
ま
り
に
も
完
全
な
接
近
は
結
果
と
し
て
、
勧
告
的
意
見
が
判
決
の
一
種

(
E
4巾己
2
0同
官

牛

肉

B
E
C

で
あ
る
と
い
う
見
方
を
同
長
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
の
結
果
、
意
見
権
限
は
義
務
的
管
轄
に
代
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
た
め
勧
告

〈

8
)

的
意
見
の
要
請
を
減
少
さ
せ
る
結
果
を
招
き
か
ね
な
い
」
と
い
う
。
同
じ
よ
う
な
危
恨
は
、
ド
・
ヴ
ィ
ッ
シ
ェ
に
よ
っ
て
も
抱
か
れ
た
。

「
か
か
る
傾
向
は
、

必
然
的
に
志
見
機
能
の
実
行
か
ら
そ
の
本
来
の
利
点
を
次
第
に
奪
う
よ
う
に
裁
判
所
を
仕
向
け
な
い
だ
ろ
う
か
。
裁

判
所
が
認
め
た
訴
訟
手
続
へ
の
接
近
、
そ
れ
は
諮
問
相
手
の
背
後
に
常
に
裁
判
官
を
見
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
接
近
は
司
法
裁

判
や
仲
裁
裁
判
が
生
ぜ
し
め
る
の
と
同
じ
抵
抗
(
門
会

5
3
n巾
)
を
意
見
手
続
に
も
芯
き
起
す
結
果
を
招
か
な
い
だ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
、

ハ
9
V

二
つ
の
活
動
の
形
式
を
止

U
こ
と
な
く
接
近
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
所
は
意
見
機
能
を
貧
血
症
に
さ
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
」

」
の
よ
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う
な
危
似
は
、
勧
告
的
意
見
が
本
来
も
つ
柔
軟
性
と
、
判
決
に
は
期
待
で
き
な
い
独
自
の
機
能
が
消
滅
す
る
の
を
お
そ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
十
分
こ
考
躍
さ
れ
る
べ
き
指
摘
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
勧
告
的
意
見
の
要
誇
の
形
式
を
と
っ
て
、
実
際
に
国
家
間
の
紛
争
が

付
託
さ
れ
、

か
っ
そ
れ
を
司
法
的
手
続
で
運
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
意
見
の
発
展
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、

必

然
的
な
額
向
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

)
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